
（桂川町公式ホームページ）

※携帯電話では、左記 QR コードや上記 URL から桂川町役場電話番号案内などがご覧になれます。

http://www.town.keisen.fukuoka.jp/

	 好評分譲中旭ケ丘団地 問合先　企画財政課 企画調整係　☎６５ー１０８５

　

４ 月号 》 平成 23 年 4 月 1 日発行

》 № 607

２０１1

P 6 ～ 13
P 24 ～ 25
P 26
P 27
P 31

主な掲載内容
》平成 23 年度施政方針と予算
》サークル・講座・教室 会員募集
》連載 ー 人権だより ー
》教育情報「桂川っ子」
》防犯・防災情報ページ「安全を見守る」
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今
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

東日本大震災



被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て

　

３
月
11
日
、
午
後
２
時
46
分
ご
ろ
、
三
陸
沖
を
震
源
に

発
生
し
た
国
内
観
測
史
上
最
大
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の

地
震
。
そ
し
て
、
地
震
直
後
に
発
生
し
た
津
波
に
よ
り
広

範
囲
で
甚
大
な
被
害
が
で
ま
し
た
。

　

今
回
の
地
震
で
被
災
及
び
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に
対

し
、
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
地
震
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
ほ
と
ん
ど
が
、
発

生
直
後
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
テ
レ
ビ
報
道
等
に
よ
り
、

被
災
地
の
状
況
や
地
震
災
害
の
怖
さ
を
目
の
当
た
り
に
し

た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
今
、
日
本
各
地
域
で
様
々
な
自
然
災
害
が

発
生
し
、
被
災
地
支
援
・
復
興
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
う
機
会
が
あ
る
中
で
、
今
回
ほ
ど
「
国

を
あ
げ
て
、
国
民
み
ん
な
で
な
ん
と
か
し
な

け
れ
ば
！
」
と
誰
も
が
思
わ
れ
た
こ
と
は

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

桂
川
町
で
の
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み

　

桂
川
町
で
は
地
震
発
生
後
、
直
ち
に
総
務
課
、
健
康
福
祉

課
、
桂
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
と
し
て
、
町
内
各
公

共
施
設
（
役
場
、
住
民
セ
ン
タ
ー
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
桂

川
町
総
合
体
育
館
、
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
桂
寿
苑
）
へ
、
義
援

金
募
金
箱
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
役
場
及
び
社
会
福
祉
協

議
会
職
員
に
よ
る
街
頭
募
金
を
実
施
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
広
く
支
援
を
募
り
ま
し
た
。義
援
金
募
金
箱
に
つ
い
て
は
、

現
在
も
設
置
継
続
中
で
す
。
ま
た
、
被
災
者
の
受
け
入
れ
と

し
て
、提
供
可
能
な
町
営
住
宅
の
情
報
を
福
岡
県
に
報
告
し
、

希
望
者
が
あ
れ
ば
受
け
入
れ
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
団
体
や
企
業
等
で
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
行

政
区
単
位
で
の
支
援
物
資
の
取
り
ま
と
め
や
募
金
活
動
、
桂

川
町
商
工
会
青
年
部
に
よ
る
街
頭
募
金
活
動
や
震
災
直
後
に

天
道
工
業
団
地
に
あ
る
竜
王
運
輸
が
自
社
ト
ラ
ッ
ク
に
て
飲

料
水
を
被
災
地
ま
で
持
参
す
る
と
い
っ
た
支
援
の
報
告
が

あ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、町
内
の
各
教
育
施
設
で
は
、生
徒
・

児
童
ら
に
よ
る
募
金
活
動
や
、
住
民
個
人
で
県
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

を
通
じ
て
支
援
物
資
を
被
災
地
へ
送
る
と
い
っ
た
支
援

の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
震
災
に
よ
る
被
害
が
、
大
変
甚
大

　

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
多
く
の
皆

　

さ
ん
の
継
続
的
な
支
援
及
び
ご
協
力

　

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
遠
く
桂
川
町
に
住
む
私
た
ち
が
、
被
災
地

の
人
々
に
対
し
て
「
今
で
き
る
こ
と
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
誌
面
は
３
月
25
日
現
在
に
お
い
て
作
成
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
状
況
も
変
わ
り

ま
す
。
被
災
地
の
状
況
や
支
援
の
内
容
、
方
法
な
ど
の
各

情
報
に
つ
い
て
は
、
県
及
び
町
の
支
援
担
当
窓
口
や
報
道

等
に
て
適
宜
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

義援金の募集について
被災者に対する多くの皆さまの応援、支援の気持ちが伝わるよう、いち早く義援金募金

箱を設置しています。いずれも、３月 14 日（月）から当分の間設置します。

桂川町における義援金募金箱の設置

　【設置場所】  桂川町役場 ･･･ ☎ 65･1100 　 総合福祉センター「ひまわりの里」･･･ ☎ 65･0001

住民センター ･･･ ☎ 65･2007 　 桂川町総合体育館 ･･･ ☎ 65･5145

㈳福岡県共同募金会・社会福祉協議会における義援金募金箱の設置

　【設置場所】　 いきいきセンター桂寿苑 ･･･ ☎ 65･2271
（桂川町社会福祉協議会事務所前）

福岡県における義援金募金箱の設置

　【設置場所】　 福岡県庁１階ロビー ･･･ ☎ 092･651・1111（代表）、

　 嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所 ･･･ ☎ 21･4876

▲ ▲

▲
▲

▲
▲

救援物資について
現在、被災地で各地域から届く支援物資の受け入れ体制が

整っていないことなどから、提供いただいた支援物資を有効

に、そして確実に被災者のもとへ届け、活用させていただく

ため、一旦ご提供いただく物資の情報のみを受け付けます。

【救援物資受付①】

　 総合福祉センター「ひまわりの里」･･･ ☎ 65･0001 65･0078
※最初に提供いただく支援物資について電話にて連絡ください。後日、被災
　地から福岡県へと届く「必要とする物資のリスト」に基づき、提供いただ
　く物資の引き受け等について桂川町役場より連絡いたします。

【救援物資受付②】

　 嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所 ･･･ ☎ 21･4876 　　24･0186

【受付時間】３月 14 日（月）から当分の間受付けます。
午前８時 30 分から午後５時 15 分まで

▲
▲

FAX

FAX

ボランティア等、人的支援について
被災現場では、未だ大きな余震や混乱が続いています。被害が甚大であり、二次災害の恐れもある

ことから、ボランティア活動などの人的支援については、政府や被災地自治体から「要請を待って

行動してほしい。」となっています。具体的な募集や活動内容については、被災地からの要望に合っ

た活動ができるよう関係機関等と協議の上、申し出をいただいた皆さまに連絡をいたします。

【ボランティアの申し出先】　 福岡県新社会推進部 社会活動推進課 NPO ボランティアセンター

☎ 092･631・4411　 092･631・4413

▲

FAX

▲

平 23. 広報けいせん 4 月　 2 頁3 頁　 平 23. 広報けいせん 4 月

被災地の一日も早い復興を願って
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献血にご協力をお願いします！ ～献血は、手軽にできるボランティア～

病気や事故の治療に使われる血液は、献血によってまかなわれています。

近年は、献血者が減少傾向にあり、その善意がなければ、日本の医療そのものが成り立たなく

なってしまうと言っても過言ではありません。

また、今回の震災では、大変多くの方々が怪我をされ、輸血を必要とするケースも多くなって

います。皆さまの無償の献血が、貴い命を救います。

ご協力をよろしくお願いします。

桂川町での献血について

　【日　時】４月 28 日（木）

「午前の部」･･･10 時～ 12 時 30 分

「午後の部」･･･13 時 30 分～ 15 時 30 分

　【場　所】総合福祉センター「ひまわりの里」

　【対　象】18 ～ 69 歳で体重 50kg 以上の人
※ 65 ～ 69 歳の人は、過去 64 歳までに献血をした経験が

　ある人に限ります。

　また、女性で昨年４月 29 日以降、400ml 献血を２回

　された人は、今回は献血できません。次回以降に、ご

　協力をお願いします。

　【持参品】ご本人の確認ができる証明書を持参ください。

（運転免許証、健康保険証、学生証など）

　【今後の献血日程（桂川町）】

８月 18 日（木）　　12 月 14 日（水）

　【問合先】桂川町社会福祉協議会 ･･･ ☎ 65・2271

福岡県内の献血ルーム

　　献血ルームおっしょい博多（☎ 092・476・1400）
　　　　　　　　福岡市博多区博多駅中央街 2-1 博多バスターミナル８階

　　献血ルームキャナルシティ（☎ 092・272・5853）
　　　　　　　　福岡市博多区住吉 1-2-25 キャナルシティ ビジネスセンタービル１階 105 号室

　　献血ルームハッピークロスイムズ（☎ 092・726・1188）
　　　　　　　　福岡市中央区天神 1-7-11 イムズ８階

　　福岡県北九州赤十字献血センター（☎ 093・631・1211）
　　　　　　　　北九州市八幡西区相生町 15-1

　　献血ルーム魚町銀天街（☎ 093・551・1211）
　　　　　　　　北九州市小倉北区魚町 1-3-3 白樺ビル

▲
▲

▲▲

口座振込による義援金受付について
福岡県では、社会福祉法人 中央共同募金会を通じて、被災地へ災害義援金を送るための

銀行口座を開設しています。３月 14 日から９月 30 日まで開設します。

また、日本赤十字社でも義援金を受け付けています。ご協力をお願いします。

　　東日本大震災 被災地復興応援義援金 受入口座
　　　　【ゆうちょ銀行】（郵便振替口座番号）00170 ‐ 6 ‐ 518

（口座名義）中央共同募金会 東北関東大震災義援金

　　　【三井住友銀行】【三菱東京 UFJ 銀行】【りそな銀行】でも中央共同募金会

　　の義援金口座を開設しています。送金方法等詳しくは、銀行窓口でご確

 認ください。

　　同一銀行内での口座振込手数料は、無料となります。

　　※コンビニ ATM 等からの振り込みの場合は手数料がかかる場合があります。

日本赤十字社 東北関東大震災義援金 受入口座

　【ゆうちょ銀行】（郵便振替口座番号）00140 ‐ 8 ‐ 507

（口座名義）日本赤十字社 東北関東大震災義援金
▲

▲

▲

 被災者などに関する相談について
　　　福岡県警では、日本大震災に関する相談に、24 時間体制で

　　　 応じています。 「被災地にいる知人の避難場所を知りたい」

　　　　  など、震災被災者などに関する相談を受け付けます。

 福岡県警「警察安全相談コーナー」電話番号

　プッシュ式電話から：☎＃ 9110 ダイヤル式電話から：☎ 092・641･9110

 義援金名目の振り込め詐欺に注意！
皆さんの親切心につけ込み「義援金」と名目を装った詐欺が福岡県内で発生しています。

「おかしいな？」と感じたら、振り込む前に、家族や役場、警察などに相談ください。

被害防止のポイント（※できるだけ公的な機関を通じた支援を！）

　　「義援金をふりこんで」「災害で現金が必要」など電話があったら ･･･
一旦、電話を切り事実確認をする。すぐに振り込まない。

　　 義援金を呼びかけるメールやサイトを見つけたら…
振込先が個人名義になっていませんか？  少しでも怪しいと思ったら振り込まない。

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
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副
町
長
を
選
任

　

昨
年
度
ま
で
は
、
副
町
長
の
必
要
性
は

感
じ
な
が
ら
も
行
財
政
改
革
を
重
視
し
、

職
員
、
特
に
管
理
職
員
の
奮
起
を
求
め
、

町
政
運
営
に
支
障
が
な
い
よ
う
、
当
面
す

る
課
題
の
解
決
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
方
分
権
に
よ
る
業
務
の
拡

大
や
複
雑
化
、
住
民
の
行
政
ニ
ー
ズ
の
高
ま

り
な
ど
、
町
全
体
あ
る
い
は
複
数
の
課
に
ま

た
が
る
重
要
な
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
た
め
、
副
町
長
の
職
務
の
重
要
性
が
増

大
し
て
い
る
と
判
断
し
、
今
年
度
、
副
町
長

を
選
任
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

人
事

　

桂
川
町
役
場
で
は
、
３
月
末
で
一
般
職

８
名
、
保
育
士
２
名
、
保
健
師
１
名
の
計

11
名
が
退
職
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
23
年
度
の
新
規
採
用

職
員
と
し
て
、一
般
職
６
名
、保
育
士
２
名
、

保
健
師
１
名
を
採
用
し
ま
す
。
来
年
３
月

以
降
、
５
年
間
で
25
人
の
定
年
退
職
者
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
大
き
な
世
代
交
代
の

時
期
に
あ
り
ま
す
。
職
員
の
職
務
に
対
す

る
自
覚
と
資
質
の
向
上
、
機
能
的
・
効
率

的
な
職
場
の
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

は
じ
め
に

　

昨
年
秋
の
町
長
選
挙
に
お
い
て
再
選
を
果
た
し
、
町
政

の
舵
取
り
役
と
し
て
実
質
的
な
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
と
な

る
平
成
23
年
度
。

３
つ
の
基
本
方
針

「
協
働
の
町
づ
く
り
の
推
進
と
財
政
の
健
全
化
」

「
若
者
に
夢
を
、
働
く
人
に
生
き
が
い
を
、
高
齢
者
に
安
心
を
」

「
均
整
が
と
れ
た
住
み
よ
い
定
住
化
促
進
」

10
の
約
束
（
よ
り
良
い
桂
川
町
と
す
る
た
め
の
施
策
）

　

こ
れ
ら
を
ベ
ー
ス
に
お
き
な
が
ら
、
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
確
実
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
に
お
い
て
、
財
政

の
安
定
化
と
福
祉
・
教
育
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
生
活
環
境

の
整
備
・
充
実
に
努
め
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
誠
心
誠
意
、

全
力
を
尽
く
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

３
月
10
日
か
ら
23
日
ま
で
行
わ
れ
た
３
月
町
議
会
定
例
会
。

井
上
町
長
の
「
施
政
方
針
」
の
主
な
内
容
及
び

平
成
23
年
度
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

　

生
活
環
境
の
整
備
と
安
全
安
心
の
町
づ

く
り
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
防
犯
外
灯

等
の
設
置
及
び
改
善
に
努
め
ま
す
。
歩
道

照
明
・
防
犯
外
灯
の
設
置
場
所
や
照
明
の

形
式
、
優
先
順
位
等
を
協
議
す
る
防
犯
外

灯
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
計
画
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
全

国
的
に
猛
威
を
ふ
る
う
ス
ズ
メ
バ
チ
に
よ

る
被
害
。
毒
性
が
強
く
攻
撃
性
が
あ
り
、

万
一
の
場
合
は
命
に
危
険
が
お
よ
ぶ
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
住
民
の
個
人

負
担
で
駆
除
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た

が
、
町
民
生
活
の
安
全
を
守
る
た
め
、
平

成
23
年
度
か
ら
ス
ズ
メ
バ
チ
を
対
象
と
し

た
駆
除
費
用
に
つ
い
て
は
町
が
補
助
を
行

い
ま
す
。

桂
川
駅
周
辺
整
備

　

桂
川
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、
町
の

玄
関
に
相
応
し
い
桂
川
駅
周
辺
の
環
境
を

整
備
し
、
緊
急
の
課
題
で
あ
っ
た
駅
前
の

交
通
安
全
対
策
の
た
め
、
車
の
乗
降
所
等

を
確
保
し
、
駅
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
町
全
体
と
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

桂
川
町
総
合
計
画
基
本
構
想

　

第
５
次
桂
川
町
総
合
計
画
基
本
構
想

は
、
平
成
23
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
10

年
間
を
対
象
と
し
て
、「
ま
ち
づ
く
り
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
、役
場
各
課
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
行
い
、

策
定
委
員
会
で
議
論
を
重
ね
て
練
り
上
げ

た
も
の
を
、
総
合
計
画
審
議
会
で
審
議
・

策
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
第
５
次
桂
川
町
総
合
計
画
基
本

構
想
で
は
、
福
岡
都
市
圏
を
意
識
し
つ
つ
、

住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
町
の
実
現
を
目

指
し
て
、
定
住
化
促
進
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
な
ど
の
方
針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

宅
地
分
譲

　

旭
ヶ
丘
団
地
の
分

譲
は
、
平
成
22
年
度

中
に
３
区
画
の
契
約

が
成
立
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
団
地
内

の
公
園
整
備
や
光
通

信
網
に
対
応
し
て
い

る
点
な
ど
、
Ｐ
Ｒ
を

積
極
的
に
行
い
、
分

譲
の
促
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

町政について語る 井上利一 町長

自
治
基
本
条
例
の
制
定

　
「
自
治
基
本
条
例
」
の
制
定
は
、
町
民

と
行
政
が
協
働
の
町
づ
く
り
を
進
め
る
上

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
条
例
で

す
。
町
民
自
ら
が
町
づ
く
り
に
参
画
し
、

そ
の
責
任
と
権
利
を
明
確
に
す
る
と
同
時

に
、
町
の
将
来
像
を
共
有
し
、
住
民
自
治

の
推
進
を
図
る
た
め
「
自
治
基
本
条
例
」

の
制
定
を
目
指
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

自
主
防
災
組
織

　

風
水
害
、地
震
等
の
自
然
災
害
に
対
し
、

地
域
で
の
自
主
的
な
防
災
に
対
処
す
る
た

め
の
組
織
と
し
て
自
主
防
災
組
織
の
設
立

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

町
内
、
各
地
域
を
地
理
的
な
特
性
に
応

じ
た
形
で
ブ
ロ
ッ
ク
を
構
成
し
、
よ
り
効

率
的
な
組
織
設
立
に
向
け
検
討
委
員
会
等

を
設
置
し
て
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

明
る
く
住
み
よ
い
元
気
な
桂
川
町
を
目
指
し
て

施
政
方
針
と
予
算

Administoration
Policies
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定
住
化
促
進
に
向
け
た
施
策

　

現
在
、
町
営
住
宅
は
、
管
理
戸
数
３
９
９

戸
で
、
そ
の
内
２
７
０
戸
は
す
で
に
耐
用
年

数
を
経
過
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
老
朽

化
し
た
住
宅
や
団
地
の
改
善
を
図
る
た
め

「
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
を
策
定
し
、

将
来
に
わ
た
る
公
営
住
宅
政
策
に
つ
い
て

の
基
本
方
針
を
定
め
ま
す
。

　

ま
た
、
桂
川
町
独
自
の
新
し
い
取
り
組

み
と
し
て
、「
住
宅
改
修
助
成
制
度
」
を

新
設
し
ま
し
た
。
町
民
の
快
適
な
住
環
境

の
整
備
及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
町
民
が
町
内
の
施
工
業
者
に
依
頼

し
て
行
う
住
宅
改
修（
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
）

工
事
に
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
経
費

の
一
部
を
町
が
補
助
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
住
環
境
の
整
備
・
充
実
な
ど
、

定
住
化
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
施
策

　

高
齢
者
福
祉
施
策
及
び
医
療
費
・
介
護

費
の
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み
つ
い
て

は
、
桂
川
町
の
高
齢
化
率
が
、
昨
年
10
月

現
在
で
、
24
・
６
％
と
な
っ
て
お
り
、
本

格
的
な
「
高
齢
化
社
会
」
が
到
来
し
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
高
齢
者

を
対
象
に
健
康
状
態
や
福
祉
・
介
護
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
23
年
度
に

「
桂
川
町
第
５
期
高
齢
者
福
祉
計
画
」
を

策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
で
自

立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
各
公
民
館
等
で
出
前
講
座
な
ど
の
開

設
に
努
め
、
介
護
予
防
事
業
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

農
業
政
策

　

農
作
物
等
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
す

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
、
イ
ノ
シ
シ
・

シ
カ
の
捕
獲
を
推
進
し
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
嘉
穂
飯
塚
猟
友
会
桂
川
支

部
が
有
害
鳥
獣
の
駆
除
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
人
員
不
足
や
銃
刀
法
の
規
制
強
化
な

ど
、
思
う
よ
う
に
成
果
が
あ
が
ら
ず
、
新

た
な
取
り
組
み
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援

　

今
年
度
、
善
来
寺
保
育
園
園
舎
の
老
朽

化
に
よ
る
全
面
的
な
改
修
を
行
い
た
い
と

の
申
し
出
を
受
け
ま
し
た
。

　

改
修
に
係
る
費
用
は
、
国
の
子
育
て
支

援
対
策
臨
時
特
例
交
付
金
を
活
用
し
、
国

が
２
分
の
１
、
町
が
４
分
の
１
を
負
担
し

ま
す
。
よ
り
良
い
保
育
環
境
を
築
い
て
い

教
育
環
境
の
充
実
と
整
備

　

平
成
23
年
度
か
ら
小
学
校
低
学
年
に
お

い
て
30
人
学
級
を
導
入
し
ま
す
。
義
務
教

育
の
基
礎
と
な
る
こ
の
時
期
に
、
少
人
数

に
よ
る
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
先
生

の
指
導
が
行
き
届
き
、
子
ど
も
た
ち
の
将

来
に
と
っ
て
も
大
変
意
義
が
あ
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
桂
川
小
学
校
１
学
年
で

４
学
級
、２
学
年
で
は
３
学
級
の
編
成
で
、

そ
れ
に
伴
う
教
師
（
講
師
）
２
人
を
町
独

自
に
配
置
し
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
施
設
の
改
善
に
つ
い
て
は
、

桂
川
小
学
校
・
中
学
校
が
共
に
築
後
30
年
、

桂
川
東
小
学
校
は
20
年
を
経
過
し
て
い
る

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
施
策

　

健
康
づ
く
り
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
少

子
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
に
、
二

つ
の
柱
を
基
本
に
進
め
ま
す
。

　

一
つ
は
、
妊
婦
か
ら
乳
幼
児
・
児
童
に

対
す
る
取
り
組
み
で
、
各
種
健
診
等
の
充

実
を
図
る
と
共
に
、
感
染
症
に
対
す
る
予

防
接
種
と
本
年
２
月
か
ら
実
施
し
て
い
る

子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
及
び
乳
幼
児
か
ら

細
菌
性
髄
膜
炎
な
ど
を
予
防
す
る
た
め
新

年
度
か
ら
実
施
す
る
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

　

二
つ
目
の
柱
は
、
壮
年
か
ら
高
齢
者
に

対
す
る
取
り
組
み
で
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
と
各
種
が
ん
検
診
に
よ
る
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　

毎
年
、
国
内
死
亡
率
第
１
位
を
占
め
る

が
ん
対
策
に
つ
い
て
は
、
各
種
が
ん
検
診

と
あ
わ
せ
て
、
前
立
腺
が
ん
検
診
の
受
診

率
向
上
に
も
努
め
ま
す
。

障
が
い
者
の
福
祉
施
策

　

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
誰
も
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
く
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
の
実
現
を
目
指
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成
23
年
度
に

「
桂
川
町
第
３
期
障
が
い
者
福
祉
計
画
」

を
策
定
し
て
、
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
の
早
期
相
談
か
ら
治
療

や
機
能
回
復
訓
練
等
が
一
貫
し
て
行
え
る

療
育
関
連
通
所
施
設
と
し
て
、
こ
ど
も
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ミ
ィ
ー
テ
ィ
ア
ス
」

が
、
平
成
23
年
度
か
ら
飯
塚
圏
域
の
障
が

い
児
童
支
援
の
中
核
的
な
施
設
と
し
て
開

設
し
ま
す
。
こ
れ
ら
施
設
が
行
う
各
種
事

業
な
ど
に
つ
い
て
広
報
等
で
周
知
徹
底

し
、
利
用
者
の
施
設
活
用
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
ま
す
。

町
立
幼
稚
園

　

桂
川
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月

の
幼
稚
園
運
営
審
議
会
か
ら
の
答
申
を
も

と
に
、
職
員
採
用
や
入
園
料
・
授
業
料
の

改
定
、
保
育
所
と
の
人
事
交
流
な
ど
の
急

を
要
す
る
課
題
等
に
つ
い
て
教
育
委
員
会

と
協
議
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
桂
川
幼
稚

園
の
将
来
像
を
構
築
す
る
た
め
、
更
な
る

検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

人
権
・
同
和
問
題

　

平
成
21
年
度
に
創
設
し
ま
し
た
「
桂
川

町
人
権
教
育
啓
発
推
進
委
員
会
」
を
中
心

に
、
町
民
の
方
が
希
望
さ
れ
る
日
に
、
希

望
さ
れ
る
場
所
に
出
向
い
て
行
う
教
育
・

啓
発
講
座
な
ど
の
取
り
組
み
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

社
会
教
育

　

核
家
族
化
、
少
子
化
、
地
域
で
の
地
縁

的
な
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
で
、
地
域

の
教
育
力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
る
中
、
子

ど
も
た
ち
の
規
範
意
識
の
低
下
や
集
団
活

動
の
経
験
不
足
、
屋
外
で
の
遊
び
や
自
然

と
の
ふ
れ
あ
い
不
足
に
よ
る
体
力
・
運
動

能
力
の
低
下
が
社
会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
夢
・
人
・
未
来
塾
や
ア
ン

ビ
シ
ャ
ス
広
場
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、

生
き
る
力
を
育
む
た
め
の
豊
か
な
生
活
体

験
活
動
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校

に
お
け
る
学
習
支
援
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
支

援
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
23
年
度
か
ら
報
償
金

制
度
の
導
入
や
、
わ
な
猟
の
免
許
取
得
の

た
め
の
受
験
費
用
を
町
が
補
助
す
る
な
ど
、

被
害
防
止
対
策
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

福
祉
バ
ス
の
運
行

　

福
祉
バ
ス
の
運
行
は
、
高
齢
者
の
独
居

化
が
進
む
中
で
、
買
い
物
や
医
療
な
ど
、

地
域
の
足
と
し
て
重
要
な
施
策
の
一
つ
で

す
。
今
後
は
、
よ
り
良
い
福
祉
バ
ス
の
運

行
等
を
協
議
す
る
委
員
会
を
設
置
し
検
討

を
行
い
ま
す
。

く
た
め
、
善
来
寺
保
育
園
と
十
分
連
携
を

取
り
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、〝
子
育
て
支
援
の
充
実
〟〝
教

育
的
効
果
の
向
上
〟
を
図
る
た
め
、
図
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
ご
協
力
を
頂
き
、
平

成
21
年
度
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
の
４
カ
月
検
診

時
に
実
施
し
て
い
る
本
の
読
み
聞
か
せ

（
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
）
を
、
今
年
度
か

ら
月
齢
７
カ
月
及
び
12
カ
月
の
乳
幼
児
に

対
し
て
も
検
診
時
に
本
の
読
み
聞
か
せ
、

絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
い
、
親
子
の
つ

な
が
り
や
本
に
親
し
む
習
慣
を
大
切
に
し

て
い
た
だ
く
よ
う
事
業
を
拡
大
し
ま
す
。

こ
と
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
箇
所
で
損
傷

が
生
じ
て
い
ま
す
。
財
政
状
況
や
緊
急
性

等
を
考
慮
し
な
が
ら
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
桂
川
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

関
係
者
は
じ
め
町
民
の
皆
様
か
ら
強
い
要

望
が
あ
り
ま
し
た
校
舎
及
び
体
育
館
の
外

壁
面
の
黒
ず
み
に
つ
い
て
、
高
圧
洗
浄
を

行
う
こ
と
で
一
定
の
改
善
を
図
り
ま
す
。
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雇
用
の
創
出

　

景
気
低
迷
に
よ
る
雇
用
状
況
の
悪
化
に

伴
い
、
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
へ
の

対
策
と
し
て
、
福
岡
県
緊
急
雇
用
創
出
事

業
臨
時
特
例
基
金
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
こ
の
基
金
を
活
用
し
て
、
環

境
美
化
作
業
員
を
採
用
し
、
町
有
施
設
等

の
環
境
美
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

役
場
機
構
の
改
善

　

役
場
の
機
構
改
善
と
し
て
、
事
業
・
物

品
の
契
約
関
係
を
一
元
化
し
、
事
務
事
業
の

効
率
化
を
図
る
た
め
、
企
画
財
政
課
の
「
用

度
管
財
係
」を
建
設
事
業
課
に
移
行
し
ま
す
。

　

ま
た
、
隣
保
館
の
名
称
を
「
人
権
セ
ン

タ
ー
」
に
改
め
、
人
権
教
育
啓
発
の
拠
点

並
び
に
広
く
地
域
住
民
が
利
用
で
き
る
開

か
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
活
用
を
図
り
ま
す
。

役
場
開
庁
時
間
延
長

　

平
成
19
年
９
月
か
ら
毎
週
木
曜
日
に
実

施
し
て
い
る
窓
口
業
務
の
延
長
は
、
年
を

重
ね
る
ご
と
に
利
用
者
が
増
え
、
多
く
の

方
が
仕
事
帰
り
に
用
件
を
済
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
る
と
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
継
続
す
る
方
針
で
す
。

桂
川
町
の
平
成
23
年
度
予
算

　

先
の
国
の
示
す
予
算
編
成
に
も
あ
り
ま

す
が
、
経
済
状
況
は
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
町
の
平
成
23

年
度
一
般
会
計
の
予
算
は
対
前
年
度
比
、

11
・
９
％
増
の
51
億
９
１
７
０
万
３
千
円

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
町
税
全
体
で
、
対

前
年
度
比
で
１
・
４
％
減
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
地

方
公
共
団
体
に
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
の
総
額
が
前
年
度
比
２
・
８
％
増
の
、

17
兆
３
千
７
百
億
円
で
あ
り
、
本
町
の
普

通
交
付
税
で
前
年
度
決
定
額
の
５
・
８
％

増
の
18
億
３
８
７
５
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

町
債
で
は
、
対
前
年
度
比
２
９
・
１
％

減
の
３
億
８
０
５
２
万
７
千
円
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
大
幅
な
減
少
は
、
臨

時
財
政
対
策
債
が
前
年
度
に
比
べ

２
億
１
２
０
８
万
３
千
円
の
減
額
と
な
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
町
づ

く
り
の
基
本
的
な
取
り
組
み
に
加
え
て
、

新
規
事
業
に
係
る
予
算
を
計
上
し
て
い
ま

す
。そ
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、「
総
務
費
」

で
自
治
基
本
条
例
に
関
す
る
研
修
会
費
等

計
上
分
が
あ
り
ま
す
。

予
防
対
策
と
し
て
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
及
び

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
新

た
に
実
施
し
て
い
く
た
め
の
関
係
経
費
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　
「
労
働
費
」
で
は
、
生
活
防
衛
の
た
め

の
緊
急
対
策
と
し
て
措
置
さ
れ
た
「
緊
急

雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金
事
業
補
助

金
」
を
財
源
と
し
た
、
緊
急
雇
用
対
策
事

業
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
「
農
林
水
産
業
費
」
で
は
、
イ
ノ
シ
シ

や
シ
カ
等
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
作
物

に
対
す
る
被
害
が
拡
大
し
て
お
り
、
そ
の

対
策
と
し
て
捕
獲
に
対
す
る
報
奨
金
等
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　
「
商
工
費
」
で
は
、
住
宅
投
資
の
波
及

効
果
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
や
住
宅

の
居
住
環
境
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
新
た
に
住
宅
改
修
事
業
補

助
金
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
「
土
木
費
」
で
は
、
桂
川
駅
前
広
場
の

整
備
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
「
消
防
費
」
で
は
、
地
域
の
自
主
防
災
組

織
設
立
へ
向
け
、
そ
の
方
策
等
を
検
討
す

る
た
め
の
関
係
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
「
教
育
費
」で
は
、桂
川
小
学
校
の
１
、２

年
生
に
お
い
て
30
人
学
級
を
導
入
す
る
関

係
費
の
計
上
を
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

こ
れ
か
ら
の
桂
川
町
の
町
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
上
で
大
切
な
こ
と
は
、
住
民
の
皆

さ
ま
の
生
活
に
密
着
し
た
課
題
に
対
し
て

も
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
の
国
・
地
方
の
膨
大

な
借
入
金
、
ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に

よ
る
、
社
会
保
障
関
係
費
の
自
然
増
が
国
・

地
方
の
財
政
を
さ
ら
に
圧
迫
す
る
要
因
に

な
る
こ
と
が
強
く
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
限
ら
れ
た
財
源
で
、
最
大

の
事
業
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
最
善
の
努

力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

町
制
に
対
す
る
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

国
の
示
す
平
成
23
年
度
予
算
編
成

　

国
の
示
す
平
成
23
年
度
予
算
編
成
の
基

本
方
針
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
平
成
23
年
度
に
お
い
て
は
、
企
業
収
益
の

回
復
等
に
よ
り
、
地
方
税
収
入
や
地
方
交

付
税
の
原
資
と
な
る
国
税
収
入
が
増
加
す

る
一
方
、
社
会
保
障
関
係
費
の
自
然
増
や

公
債
費
が
高
い
水
準
で
推
移
す
る
こ
と
等

に
よ
り
、
定
員
純
減
や
人
事
委
員
会
勧
告

等
の
反
映
に
伴
い
給
与
関
係
経
費
が
大
幅

に
減
少
し
て
も
な
お
、
依
然
と
し
て
大
幅

な
財
源
不
足
が
生
じ
る
も
の
と
見
込
ま
れ

た
。
こ
の
た
め
、財
政
運
営
戦
略
に
基
づ
き
、

社
会
保
障
関
係
費
の
自
然
増
に
対
応
す
る

地
方
財
源
の
確
保
を
含
め
、
交
付
団
体
は

じ
め
地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要

と
な
る
地
方
の
一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
、

実
質
的
に
平
成
22
年
度
の
水
準
を
下
回
ら

な
い
よ
う
確
保
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、

平
成
23
年
度
の
地
方
財
政
へ
の
対
応
を
行

う
こ
と
と
し
た
。」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
民
生
費
」
で
は
、「
第
３
期
障
が
い
者

福
祉
計
画
」
及
び
「
第
５
期
高
齢
者
福
祉

計
画
」
の
策
定
に
係
る
関
係
費
や
、
善
来

寺
保
育
園
の
園
舎
改
築
に
伴
う
補
助
金
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　
「
衛
生
費
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
癌
の

早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
目
的
と
し
て
各

種
癌
検
診
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
新

た
に
前
立
腺
癌
検
診
を
集
団
検
診
と
し
て

実
施
し
て
い
く
た
め
の
予
算
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
細
菌
性
髄
膜
炎
等
の

　

な
お
、
機
構
改
善
に
よ
る
組
織
編
成
は

本
年
４
月
１
日
か
ら
行
い
ま
す
が
、
実
際

の
業
務
は
担
当
者
間
の
連
携
を
取
り
な
が

ら
順
次
移
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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【一般会計】51 億 9170 万 3 千円の内訳歳  出 （１年間に町が支出するお金）

　

用
語
の
説
明

◆
一
般
会
計　

行
政
運
営
に
必
要
な
基

本
的
予
算
。
町
民
が
納
め
た
税
金
や

地
方
交
付
税
、
国
・
県
か
ら
の
補
助

金
な
ど
を
財
源
と
し
、
福
祉
や
教
育
、

道
路
整
備
な
ど
の
経
費
に
あ
て
る
。

◆
特
別
会
計
・
企
業
会
計
（
水
道
事
業
）

　

一
般
会
計
と
は
別
に
構
成
。
独
立
採
算

制
を
基
本
と
し
、
特
別
会
計
と
し
て

は
、
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
、
老
人
保
健
な
ど
が
あ
る
。
ま

た
企
業
会
計
に
は
、
水
道
事
業
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
私
た
ち
の
暮
ら
し
を

支
え
る
た
め
に
役
立
っ
て
い
る
。

◆
歳
入

○
町
税　

町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
、
町
た
ば
こ
税
等
。

○
地
方
譲
与
税　

地
方
税
収
入
の
一
つ
。

国
税
と
し
て
徴
収
さ
れ
、
そ
の
ま
ま

地
方
公
共
団
体
に
譲
与
。
現
在
、
自

動
車
重
量
譲
与
税
・
地
方
揮
発
油
譲

与
税
な
ど
が
あ
る
。

○
地
方
交
付
税　

地
方
公
共
団
体
間
の
税

源
力
不
均
衡
を
調
整
す
る
た
め
、
一
定

の
基
準
に
よ
り
、
国
が
そ
の
使
い
道
を

限
定
せ
ず
に
交
付
す
る
税
の
こ
と
。

○
国
庫
・
県
支
出
金　

国
や
県
が
使
い
み

ち
を
指
定
し
て
地
方
公
共
団
体
に
負

担
交
付
す
る
も
の
。
負
担
金
・
補
助
金
・

委
託
金
等
。

○
町
債　

建
設
事
業
等
の
財
源
に
あ
て
る

た
め
借
り
入
れ
る
長
期
借
入
金
。

◆
歳
出

○
議
会
費　

議
会
活
動
費

○
総
務
費　

全
般
的
な
事
務
に
係
る
経

費
。
庁
舎
管
理
や
税
金
、
選
挙
、
戸
籍
、

住
民
票
等
に
係
る
事
務
の
経
費
に
あ

て
ら
れ
る
。

○
民
生
費　

町
民
に
一
定
水
準
の
生
活
と

安
定
し
た
社
会
生
活
を
保
障
す
る
の

に
必
要
な
経
費
。
社
会
福
祉
や
保
育

所
、
同
和
対
策
等
に
要
す
る
経
費
に

あ
て
ら
れ
る
。

○
衛
生
費　

住
民
の
健
康
管
理
や
環
境
保

全
に
要
す
る
経
費
。
予
防
接
種
や
住

民
健
診
、
環
境
衛
生
、
ご
み
や
し
尿

処
理
な
ど
に
あ
て
ら
れ
る
。

○
労
働
費　

失
業
対
策
事
業
等
に
要
す
る

経
費
。

○
農
林
水
産
業
費　

農
業
や
林
業
の
振
興

を
図
る
た
め
の
経
費
。

○
商
工
費　

商
工
業
の
振
興
や
観
光
事
業

等
に
あ
て
ら
れ
る
。

○
土
木
費　

道
路
や
河
川
、
町
営
住
宅
等

の
整
備
や
維
持
管
理
等
に
あ
て
ら
れ
る
。

○
消
防
費　

火
災
、
水
害
、
災
害
防
備
等

に
要
す
る
経
費
。

○
教
育
費　

学
校
教
育
や
社
会
教
育
、
文

化
財
保
護
の
運
営
、
管
理
に
要
す
る

経
費
。

○
公
債
費　

事
業
等
を
行
う
際
に
借
り
入

れ
た
町
債
の
元
利
償
還
金
。

歳  入（１年間に町に入るお金）

町税（20.4%）
10 億 5689 万 5 千円

地方譲与税（1.2%）
6084 万 7 千円

（内　訳）
自動車重量譲与税　4368 万 2 千円
地方揮発油譲与税 1716 万 5 千円

地方交付税（38.7%）
20 億 926 万円

国庫・県支出金（19.5%）
10 億 1356 万 7 千円

その他（11.5%）
5 億 9628 万 7 千円

町債（7.3%）
3 億 8052 万 7 千円

繰入金（1.4%）
7432 万円

町税（内訳）
町　民　税　4 億 4466 万 8 千円
固定資産税　4 億 7834 万 8 千円
軽自動車税 2916 万 9 千円
町たばこ税 1 億 471 万円

議会費（1.8%）
9494 万 2 千円

総務費（10.8%）
5 億 6143 万 8 千円

民生費（41.3%）
21 億 4251 万 7 千円

衛生費（9.5%）
4 億 9394 万 1 千円

農林水産業費（2.9%）
1 億 5104 万 4 千円

商工費（0.3%）
1659 万 3 千円

土木費（8.4%）
4 億 3443 万 8 千円

消防費（4.8%）
2 億 4714 万 5 千円

教育費（8.9%）
4 億 6132 万 8 千円

公債費（10.2%）
5 億 3182 万 5 千円

予備費等（0.1%）
720 万 1 千円

労働費（1.0%）
4929 万 1 千円

商 工 費

1,165 円

土 木 費

30,506 円

消 防 費

17,354 円

教 育 費

32,394 円

公 債 費

37,345 円

予 備 費 等

506 円

議 会 費

6,667 円

総 務 費

39,424 円

民 生 費

150,447 円

衛 生 費

34,685 円

労 働 費

3,461 円

農林水産業費

10,606 円

【一般会計】町民１人当たりの内訳
（人口 14,241 人：平成 23 年２月末現在で算定）

歳出予算総額 １人当たり

　　 364,560 円

平成 23 年度の予算総額は

73億8850 万1千円です
【予算総額の内訳】 対前年比

一般会計 51 億 9170 万 3 千円 （11.9%増）

特別会計
住宅新築資金等貸付 2108 万 4 千円 （24.1%減）
土 地 取 得 1053 万 3 千円 （0.9%減）
国 民 健 康 保 険 17 億 6519 万 3 千円 （1.6%減）
後 期 高 齢 者 医 療 1 億 7596 万 4 千円 （6.7%減）

計 19 億 7277 万 4 千円 （2.5%減）

企業会計（水道） ２億 2402 万 4 千円 （0.1%減）

合　　計 73 億 8850 万 1 千円 （7.3%増）
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内 訳 前月比 前年比

人 口 14,241 人 1 -100

男 性 6,713 人 -1 -30

女 性 7,528 人 2 -70

世帯数 6,103 戸 -6 38

 人のうごき（平成 23 年 2 月末現在）

面積 20.07k㎡

位置 東経 130° 41′
北緯 33° 35′

Keisen town

２ ４月から取り扱いが変わる

児童扶養手当について １

12

6

39
時間延長を行う課

① 住　民　課（☎ 65・3301）

② 税　務　課（☎ 65・1076）

③ 保険環境課（☎ 65・1097）

④ 建設事業課（☎ 65・3330）　

⑤ 水　道　課（☎ 65・3241）

⑥ 教育委員会 学校教育課（☎ 65・1149）

桂川町役場では、毎週木曜日は午後７時まで、一部

窓口業務を行っています。（※祝日は閉庁）

来庁される際には、時間延長する関係課へ、内容等につ

いて事前にご確認ください。

３ 木曜日は午後７時まで、

窓口業務の一部を延長

≫ 5 月
 ㈲  福 岡 設 備 ☎ 65・1035
 山 倉 建 設 ㈱ ☎ 42・1615

 水道修繕当番（水は大切に）

≫ 004 月
 谷 口 住 設 ☎ 65・3253
 ㈱ 草 場 ☎ 72・0122

問合先　直方年金事務所（国民年金課）　☎ 0949・22・0905

　桂川町役場 住民課 住民年金係　☎ 65・3301

４月から国民年金保険料額が変わります
平成 23 年度（平成 23 年４月～平成 24 年３月）の国民年金保険料は

          月額 15,020 円 になります。

日本国内に住んでいる 20 歳以上 60 歳未満のすべての人は国民年金に加入し、保険料を納め

ることが義務づけられています。

しかし、保険料を納めることが困難な学生については、「学生納付特例」の制度があります。申請

して認められると、在学中の保険料を卒業後に後払い（追納）することができます。

【対象となる人】大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及びその他の教育施設（※１）

に在学する学生等（※２）で、本人の前年度所得が 118 万円以下（※３）である人

　 （※１）各種学校については１年以上の課程に在籍している人に限ります。
　 （※２）夜間・定時制課程や通信課程の人も含まれます。
　 （※３）扶養家族のいる学生の場合は基準額が変わります。

【申請時に必要なもの】
◉学生証（コピー可）または在学証明書　  ◉年金手帳または国民年金保険料納付書　  ◉印鑑

※代理人が申請する場合は運転免許証等の身分証明書
※世帯が別の代理人が申請する場合は上記に加えて委任状が必要です。

【対象となる期間】
平成 23 年４月～平成 24 年３月の間の国民年金保険料

【承認を受けた期間について】
◉病気や不慮の事故等で重い障害が残った場合、障害基礎年金

を受給するための資格期間として算入されます。

◉老齢基礎年金を受給するための資格期間には算入されますが、

後払い（追納）しないと年金額には反映されません。

【追納について】　

◉承認を受けた期間の保険料は、10 年以内であれば後払い（追納）

することができます。ただし、２年度を過ぎると当時の保険料に

加算金がつきます。

◉追納する場合は年金事務所に納付書の再発行を依頼してください。

【申請受付期間・場所】
◉平成 24 年３月末日まで

　申請は、役場 住民課 住民年金係（２番窓口）または年金事務所で手続きしてください。

現在、父母が障害基礎年金を受給しており、子が年金

給付の加算の対象となっている場合には児童扶養手

当を受給することができませんでした。

しかし、法律の改正により、４月からこの取扱いが変更され、

下記の場合は児童扶養手当を受給できるようになりました。

児童扶養手当額 ＞ 障害基礎年金の子の加算額

児童扶養手当を受給できます。

児童扶養手当額 ＜ 障害基礎年金の子の加算額

障害基礎年金の子の加算額を受給できます。

詳しい内容や申請の方法等は、お問い合わせください。

問合先

 　桂川町役場 住民課 住民年金係　☎ 65･3301

国民年金からのお知らせ

４月から学生納付特例申請を受付ます。

平 23. 広報けいせん 4 月　14 頁15 頁　  平 23. 広報けいせん 4 月

桂
川
町
役
場 

☎
６
５
・
１
１
０
０
（
代
表
） 

FAX 

６
５
・
３
４
２
４

町
政
ト
ピ
ッ
ク
ス



　
町政トピックス

４ ４月から新たに始まる制度です。

桂川町住宅改修事業補助金制度 受付開始！

桂川町住宅改修事業補助金制度は、現在お住まいの住宅の改修を、町内の施工業者及び代

表者が桂川町に住民登録している施工業者で行った場合に限り、その改修費用の一部を

町が補助する制度です。

【補助対象者】（※全てに該当すること）

◉住宅改修事業補助金制度申込み日現在において、町内に住民登録または外国人登録をしている人

◉補助の対象となる住宅に居住し、その住宅の所有者である人

◉対象となる住宅改修が、ほかの補助金（介護保険の住宅改修など）を受けていない人

◉町税など滞納のない人（※生計を一にする同一世帯の人も含む）

【補助対象住宅・工事】（※全てに該当すること）

◉町内在住の方が、町内に所有する個人住宅、併用住宅の住居部分

◉町内の施工業者及び代表者が桂川町に住民登録している施工業者が行う改修工事

◉工事費が 10 万円以上（消費税別）で、平成 23 年４月１日以降着工、平成 24 年３月 31 年まで

　に完了届を提出できる改修工事

※桂川町住宅改修補助金制度の交付決定前に着工しているものは対象となりません。

【補助金額】
改修工事費用（消費税別）の１割に相当する金額。ただし、上限 10 万円で千円未満切り捨て。

【補助金対象改修工事の例】
◉屋根・天井・外壁・内壁・床の改修

◉防音・断熱・間取りの変更工事

◉浴室・台所・トイレなどの水まわりの改修

◉耐震工事など居住部分のみの改修

【補助金対象外となる例】　

◉門扉や塀などの外構工事

◉家具・家電などの購入

◉年度を越える改修工事

◉ほかの補助金を受けている場合

◉町外の施工業者による工事
※ただし、代表者が桂川町に住民登録している場合を除く。

申込・問合先　桂川町役場 産業振興課 商工統計係　☎ 65・1106

５ 町内の事業者のみなさんへ

桂川町小規模工事等契約希望事業者登録について

桂川町に競争入札参加資格審査申請（業者登録）をされていない町内の事業者で、平成

23・24 年度に町が発注する内容及び履行が比較的容易である小規模な工事及び修繕の

見積りに参加を希望する事業者の登録申請の受付けを行います。

ただし、登録により町が発注する小規模工事等における業者選定の対象となりますが、見積依

頼及び契約を約束するものではありません。

【対象者】町内に事業所の本店を有する法人または住所を有する個人事業者で、１年以上の営業の

実態を有している方

【対象業務】50 万円未満の小規模な維持工事及び施設等の修繕工事

【登録期間】登録通知日から平成 25 年３月 31 日まで

【申請受付】平成 23 年５月２日（月）から随時受付

役場開庁日の９時～ 11 時 30 分、13 時～ 16 時の間

【その他】登録申請書等は建設事業課 契約係窓口配布、または桂川町ホームページからダウンロー

ドできます。

「トップページ →“町民のみなさまへ”→“入札・契約情報”→“小規模工事等契約希望者登録申請について”」 

申込・問合先　桂川町役場 建設事業課 契約係　☎ 65・3330

平成 23 年４月１日付

 桂川町副町長に天野高行氏就任

副町長就任のごあいさつ

４月１日付で、桂川町副町長に就任いたしました天野高行です。

このような大役をおおせつかり、大変光栄であるとともに、身の引き締まる思いでいっぱいです。

まだまだ町内の事情に不案内ですが、県での行政経験を生かしながら、副町長の職責を十分自覚

し、町長をしっかり補佐して、職員とともに「明るく住みよい元気な桂川町」を実現するために

全力を尽くして参る決意です。

町民の皆さま方におかれましては、今後とも町行政にご協力賜わりますようお願い申し上げます。

３月に開催された桂川町議会定例会で、副町長の選任に関

する議案が全会一致で議決され、天野高行氏（前福岡県

企画・地域振興部市町村支援課、39 歳）の就任が決定しました。

天野氏は、長年市町村行政に関わる業務に従事し、地方行政の

発展に資する知識や経験が豊富。県と町との連携強化や、町政

に新たな風を吹き込むことが期待されています。
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桂
川
町
で
は
、
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
左
記
の
対
象
者
に
対
し
て
、

接
種
費
用
の
全
額
助
成
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
し
か
し
、
子
宮
頚
が
ん

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
不
足
に
よ
り
、
接
種
し

に
く
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
と
小
児
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
同
時
接
種
後
の
死
亡
報
告
が
あ
り
、
厚
生
労
働
省
が
ワ
ク

チ
ン
接
種
と
の
因
果
関
係
を
調
査
中
で
す
。
今
後
の
方
針
が
決
定
さ
れ
る

ま
で
は
接
種
を
見
合
わ
せ
ま
す
。

　

接
種
可
能
な
状
況
に
な
り
ま
し
た
ら
、
対
象
者
に
対
し
て
個
人
通
知
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ワ
ク
チ
ン
の
種
類

全
額
助
成
の
対
象
年
齢

子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン

中
学
１
年
相
当
年
齢
～
高
校
１
年
相
当
年
齢
ま
で

　
　
　
　
（
平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
11
年
４
月
１
日
生
）

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

生
後
２
カ
月
～
５
歳
未
満
（
５
歳
の
誕
生
日
の
前
々
日
ま
で
）

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

問
合
先　

健
康
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
係

☎
６
５
・
０
０
０
１

◆ 健康づくり係 お知らせ

子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
昨
年
８
月
よ
り
新
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
供
給
量
の
関
係
か
ら
、
厚

生
労
働
省
の
指
導
に
よ
り
、
平
成
22
年
度
は
３
歳
の
方
に
つ
い
て
の
み
個

人
通
知
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。
通
知
対
象
で
な
い
方
で
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
以
降
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
よ

り
新
た
な
方
針
が
発
表
さ
れ
次
第
、
広
報
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

問
合
先　

健
康
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
係

☎
６
５
・
０
０
０
１

◆ 健康づくり係 お知らせ

新
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
実
施
中

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

お知らせ

入
山
時
に
は
ご
注
意
！

有
害
鳥
獣
の
駆
除
を
実
施
し
ま
す
！

◆ 農林振興係

　

有
害
鳥
獣
と
さ
れ
る
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
に
よ
る
農
作
物
等
の
被
害
を
防

止
す
る
た
め
、
内
山
田
・
土
師
・
九
郎
丸
等
、
町
内
の
山
間
部
に
お
い
て

銃
器
・
箱
ワ
ナ
に
よ
る
「
捕
獲
管
理
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

駆
除
期
間
中
の
実
施
地
域
へ
の
入
山
は
、
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
実
施
期
間
】　

４
月
１
日
～
10
月
31
日

問
合
先　

産
業
振
興
課 

農
林
振
興
係　

☎
６
５
・
１
１
０
６

　

桂
川
町
で
は
４
月
1
日
か
ら
、
ス
ズ

メ
バ
チ
の
巣
駆
除
費
用
の
助
成
を
始
め

ま
し
た
。

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
活
発
に
活
動
し

刺
さ
れ
る
と
万
が
一
の
場
合
は
命
の
危

険
性
の
あ
る
ス
ズ
メ
バ
チ
に
つ
い
て
、

そ
の
巣
の
駆
除
に
要
す
る
費
用
の
全
額

又
は
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
ス
ズ
メ
バ

チ
の
巣
の
早
期
発
見
、
早
期
駆
除
で
被

害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

【
補
助
の
対
象
者
と
内
容
】

◎
一
般
住
宅
及
び
そ
の
敷
地
内
に
お
い
て
専
門
業
者
に
よ
り
ス
ズ
メ
バ

チ
の
巣
を
駆
除
す
る
方

　

◎
補
助
額
は
１
万
円
を
限
度
と
し
、
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

問
合
先　

保
険
環
境
課 

生
活
環
境
係

☎
６
５
・
１
０
９
７

◆ 生活環境係 お知らせ

巣
を
発
見
し
た
ら
、
ま
ず
は
役
場
に
連
絡
を
！

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣 

駆
除
費
用
の
補
助
を
し
ま
す

　

身
体
障
が
い
者
の
方
の
所
有
す
る
軽
自
動
車
及
び
、
身
体
障
が
い
者

と
生
計
を
一
に
す
る
方
で
軽
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
な
ど
は
、
軽
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
税
務
課
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
桂
川
町
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【U
R

L
】 http://w

w
w

.to
w

n.keisen.fukuo
ka.jp/

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ 
⇨ 
く
ら
し
の
情
報 

⇨ 

各
種
手
続
き 

⇨ 

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

【
申
請
期
間
】

５
月
１
日
付
発
送
の
納
付
書
が
届
い
て
か
ら
納
期
限
７
日
前
ま
で
受
付

※
申
請
期
間
以
降
の
受
付
は
出
来
ま
せ
ん
。

【
申
請
時
に
必
要
な
物
】

①
納
税
通
知
書
及
び
納
付
書
（
５
月
１
日
発
送
予
定
）

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

　

戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か

③
運
転
免
許
証

④
印
鑑

⑤
申
請
書

【
そ
の
他
注
意
事
項
】

①
減
免
さ
れ
る
車
は
一
人
１
台
に

　

限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
自
動
車
税
（
普
通
車
）
を

　

減
免
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
さ
れ
る
方
は
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

②
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

税
務
課 

税
務
係　

☎
６
５
・
１
０
７
６

◆ 税務係 お知らせ

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税
の
身
体
障
が
い
者
減
免
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

◆ 社会体育係 募　集

無
理
な
く
運
動
し
ま
せ
ん
か
？

初
心
者
の
た
め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
開
催

　

初
心
者
限
定
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
軽
い
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
な
の
で
、
ど
な
た
で
も
安
心
し
て
気
軽
に
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

【
日　

時
】
５
月
６
日
㈮
・
11
日
㈬
・
18
日
㈬
の
計
３
回
、
10
時
～
11
時

【
場　

所
】
桂
川
町
総
合
体
育
館

【
対　

象
】
町
内
居
住
者
（
参
加
費
１
回 

１
０
０
円
）

※
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
て
い
る
運
動
教
室
受
講
中
の
方
は
、
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

【
持
参
品
】
運
動
で
き
る
服
装
、
屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
水
筒
な
ど

申
込
・
問
合
先　

社
会
教
育
課 

社
会
体
育
係
（
桂
川
町
総
合
体
育
館
内
）

☎
６
５
・
５
１
４
５

　

有
害
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
）
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
を
防
止
す
る
た

め
、
有
害
鳥
獣
駆
除
期
間
内
（
４
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
）
に
イ
ノ
シ

シ
・
シ
カ
を
捕
獲
し
た
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
報
奨
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
し
報
奨
金
を
受
け
る
に
は
、
狩
猟
免
許
取
得
者

で
有
害
鳥
獣
駆
除
の
た
め
の
許
可
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

狩
猟
免
許
取
得
に
関
す
る
案
内
は
、
後
日
〝
広
報
け
い
せ
ん
〟
に
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

【
報
奨
金
の
内
容
】

◎
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
と
も
に
１
頭
当
た
り　

１
万
円

問
合
先　

産
業
振
興
課 

農
林
振
興
係

☎
６
５
・
１
１
０
６

◆ 農林振興係 お知らせ

農
作
物
被
害
を
防
止
す
る
た
め

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
駆
除
に
報
奨
金
！
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◆ 社会体育係 募　集

震
災
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

第
20
回 

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

【
開
催
日
】
５
月
29
日
㈰

【
場　

所
】
麻
生
飯
塚
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

【
参
加
資
格
】
町
内
に
居
住
又
は
、

勤
務
し
て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
ァ
ー（
小
学
生
を
除
く
）

【
定　

員
】
２
０
０
名(

定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

【
競
技
種
目
】
◎
男
性
の
部　

◎
女
性
の
部

【
参
加
費
等
】参
加
費
３
千
円
と
プ
レ
イ
費（
メ
ン
バ
ー
料
金
＋
千
円
、当
日
支
払
）

※
昼
食
は
自
己
負
担
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
表　

彰
】
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
、
各
種
目
１
位
か
ら
３
位
、
飛
び
賞
あ
り

【
練
習
ラ
ウ
ン
ド
】
１
人
１
回

【
申
込
期
間
】
４
月
15
日
～
４
月
25
日

申
込
・
問
合
先　

社
会
教
育
課 

社
会
体
育
係
（
桂
川
町
総
合
体
育
館
内
）

☎
６
５
・
５
１
４
５

【
日　

時
】
５
月
８
日
㈰　

９
時
～（
受
付
）　

９
時
30
分
～
開
会

【
場　

所
】
全
天
候
型
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

【
対　

象
】
町
内
居
住
者
（
参
加
費
無
料
、
定
員
50
名
）

【
申
込
締
切
】
５
月
６
日
㈮
ま
で

申
込
・
問
合
先　

桂
川
町
体
育
指
導
委
員
会
事
務
局

☎
６
５
・
５
１
４
５

◆ 体育指導委員会 募　集

桂
川
町
体
育
指
導
委
員
会 

主
催

ペ
タ
ン
ク
を
楽
し
も
う
！

桂川町では、住民の皆さんの健康づくりをサポートするため、毎月、生活習慣病をテーマにした勉

強会を開催します。（※事前の申し込みが必要です。）

皆さんが、かかりつけ医で受診した際の検査結果や各種健診の結果表をもとに、下記表「テーマ対

象者」と照らし合わせ該当する方は、ぜひご参加ください。また、生活習慣病対策は、一個人だけ

でなく、ご家族みんなで生活習慣を見直すことが必要ですので、ご家族の方も一緒に参加ください。

開催日程 テーマ テーマ対象者

5 月 24 日（火） ダイエット BMI 25 以上（BMI = 体重 kg ÷（身長 m × 身長 m））

6 月 23 日（木） 高血圧症 収縮期血圧 140mmHg 以上または、拡張期血圧 90mmHg 以上

7 月 7 日（木） 糖尿病 空腹時血糖値 100mg/dl 以上または、HbA1c 5.2%以上

8 月 30 日（火） 脂質異常症
中性脂肪 150mg/dl 以上または、HDL コレステロール 40mg/dl 未満
または、LDL コレステロール 120mg/dl 以上

9 月 14 日（水） 運動 サポート教室参加者で運動制限のない方

10 月 28 日（金） 腎臓病
クレアチニン男性：1.1 ‐ 1.2、女性：0.8 ‐ 0.9
または、尿タンパク（＋）以下　※タンパク（＋）かつ潜血（＋）は対象外

11 月 8 日（火） 糖尿病 空腹時血糖値 100mg/dl 以上または、HbA1c 5.2%以上

11 月 29 日（火） 高血圧症 収縮期血圧 140mmHg 以上または、拡張期血圧 90mmHg 以上

12 月 13 日（火） 脂質異常症
中性脂肪 150mg/dl 以上または、HDL コレステロール 40mg/dl 未満
または、LDL コレステロール 120mg/dl 以上

1 月 26 日（木） ダイエット BMI 25 以上（BMI = 体重 kg ÷（身長 m × 身長 m））

2 月 22 日（水） 運動 サポート教室参加者で運動制限のない方

3 月 13 日（火） 腎臓病
クレアチニン男性：1.1 ‐ 1.2、女性：0.8 ‐ 0.9
または、尿タンパク（＋）以下　※タンパク（＋）かつ潜血（＋）は対象外

3 月 29 日（木） まとめ
血液検査（血糖、HbA1c、LDL、HDL、中性脂肪）を実施
サポート教室参加者で希望者 70 名

　【時　間】　 9:30 ～（受付）

10:00 ～ 12:00（教室）保健師・栄養士・運動指導士による講話と実技。ダイエット教室は調理実習。

12:00 ～ 13:00（試食会） ※ただし、「運動」と「まとめ」は試食会はありません。

　【場　所】　桂川町総合福祉センター「ひまわりの里」調理室など

　【定　員】　各テーマ 15 名程度（※参加費無料）

 健やかで幸せな生活づくりサポートお知らせ

 平成 23 年度 健幸
2 2

づくりサポート教室 参加者募集

申込・問合先　健康福祉課 健康づくり係（総合福祉センター「ひまわりの里」内）　☎ 65-0001

統
一
地
方
選
挙

　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事
選
挙
及
び

　
　
　
　
　

福
岡
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

◆ 

投
票
時
間　

７
時
か
ら
20
時 

ま
で

◆ 

持
参
品　

投
票
所
入
場
券
（
う
す
紫
色
）

桂
川
町
の
投
票
対
象
者

❶
日
本
国
籍
を
有
し
、
満
20
歳
以
上
の
人
（
平
成
３
年
４
月
11
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

❷
桂
川
町
に
住
所
が
あ
り
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

　
（
転
入
者
は
、平
成
22
年
12
月
31
日
ま
で
に
転
入
届
を
し
、引
き
続
き
❷
に
該
当
し
て
い
る
人
。）

※
右
記
の
２
つ
の
要
件
を
満
た
し
、
欠
格
事
項
に
該
当
せ
ず
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
が
投
票
で
き
ま
す
。

▼ 

県
内
で
転
入
転
出
し
た
人
に
つ
い
て

平
成
23
年
１
月
１
日
以
降
、県
内
の
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
、転
出
し
た
人
は
、

前
住
所
地
で
投
票
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
住
ま
い
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

当
日
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
桂
川
町
期
日
前
投
票
所
（
桂
川
町
役
場

２
階
・
２
０
１
会
議
室
）
で
期
日
前
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆ 

福
岡
県
知
事
選
挙　
　
　
　
　

３
月
25
日
～
４
月
９
日

◆ 

福
岡
県
議
会
議
員
一
般
選
挙　

４
月
２
日
～
４
月
９
日

 

【
受
付
時
間
】
８
時
30
分
か
ら
20
時
ま
で

問
合
先　

桂
川
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
役
場
総
務
課
内
）

☎
０
９
４
８
・
６
５
・
１
１
０
０

４
10
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“子どもが小さいから”と遠慮せず、今こそいろんなことに挑戦しましょう！

子育て中の母親サークル「トライアングル」では、月２回集まり、託児付の料理や小物作りなど、

また、子どもと一緒に楽しめるバスハイクや音楽会などを通じ、子育ての相談やリフレッシュ、親

子の仲間作りを目的に活動しています。

子育て奮闘中の皆さんに少しでも自分の時間を持ち、リフレッシュしてもらいたいという思いから、

５回の教室を企画しました。ぜひこの機会に一息つき、心にゆとりのある時間を過ごしてください。

日　程 時 間 内　容 場　所
第１回 5 月 24 日（火）

10 時

12 時

親子音楽会 桂川町住民センター

第２回 6 月 7 日（火） お菓子作り 総合福祉センター「ひまわりの里」調理室

第３回 6 月 21 日（火） フラワーアレンジメント 総合福祉センター「ひまわりの里」研修室

第４回 7 月 5 日（火） 羊毛フェルト作り 総合福祉センター「ひまわりの里」
ボランティア室第５回 7 月 19 日（火） ティータイム交流

　【託　児】　３カ月頃から ※３カ月未満の場合はご相談ください。

　【費　用】　全講座で 1,000 円（託児料含む）

　【定　員】　託児数 15 名程度

　【対　象】　桂川町在住で、家で子育てしている保護者。
町外の方は、定員に余裕がある場合のみ受け入れ。

　【受付期間】　町内の方は、４月 26 日～５月 17 日 ※定員になり次第締切

町外の方は、５月 10 日～ 13 日

　【その他】　主催：桂川町社会福祉協議会
子育て支援グループ「トライアングル」

協力：子育て支援「Wa-Wa」

申込・問合先　桂川町社会福祉協議会　☎ 65-2271

 子育て中の保護者支援企画お知らせ

 平成 23 年度 手作りいろいろ教室 参加者募集

～

◆ 桂川町体育協会（総合体育館）☎ 65-5145町制施行 70 周年記念大会

桂川町ラージボール卓球大会結果（2 月 27 日開催）

　のどかな春のひと時！たくさんの本に囲まれた中で、

お友だちや親子で楽しい時間を過ごしてみませんか。

【と　き】４月 23 日（土）14 時～ 15 時

 桂川町図書ボランティアによる

“春のおはなし会”に行こう！

　桂川町立図書館の時代小説コーナーの歴史は、軽ト

ラック１台分の文庫の寄贈から始まりました。

　時代小説は、読み込むことで、その時代背景や人々

の生活風景などがよみがえってきます。だからこそ、

時代小説は根強い人気があるのではないでしょうか。

　桂川町立図書館では、時代小説の第一人者である佐

伯泰英氏の人気シリーズ「居眠り磐音江戸双紙」「鎌

倉河岸捕物控」をはじめとして、

正義感が強く、人情味あふれる

作品など多数とりそろえていま

す。桂川町立図書館にお越しの

際には、ぜひ時代小説コーナー

（新刊コーナー隣）にもお立ちよ

りください。

【ところ】桂川町立図書館

【内　容】パネルシアター、絵本の読み聞かせ、
　　　　　 紙芝居や指遊び

敬称略：（　）内は出身地区

種　目 優　勝 準優勝 三　位

個
人
戦

男子 A ﾊﾟｰﾄ 武田 倫明（飯塚） 武田 秀一（嘉麻） 岸　 司史（桂川） 大屋 俊彦（嘉麻）

男子 B ﾊﾟｰﾄ 鎌田 俊浩（桂川） 大里 善和（嘉麻） 松田 浩二（嘉麻） 植田 九州男（桂川）

女子 A ﾊﾟｰﾄ 生田 直美（嘉麻） 興梠 由美子（桂川） 尾篭 真由美（嘉麻） 田中 絹枝（桂川）

女子 B ﾊﾟｰﾄ 鎌田 寿子（桂川） 広門 恵子（嘉麻） 品原 千恵子（嘉麻） 福田 康子（嘉麻）

ダブルス混合
鎌田 俊浩（桂川）

大屋 俊彦（嘉麻）

武田 倫明（飯塚）

品原 千恵子（嘉麻）

植田 九州男（桂川）

尾篭 真由美（嘉麻）

大里 善和（嘉麻）

興梠 由美子（桂川）

※　　　　は桂川町

　「絵本を通して、赤ちゃんと保護者が心通わす楽しい

時間を持ってもらいたい。」として、４カ月乳児健診時

に図書ボランティアによる読み聞かせや絵本のプレゼ

ントをしているブックスタート事業。

　桂川町では、お子さんの健やかな成長と子育て環境

の充実を願い、４月から新たに絵本配布の対象年齢を

拡大したフォローアップブックスタートを開始します。

　７カ月・12 カ月乳児健診にご参加いただくお子さん

には、受付時に絵本（２冊）のプレゼントと読み聞か

せを行います。

　また、町立図書館の絵本もぜひ、ご活用ください。

 フォローアップ・ブックスタート

絵本配布の対象者拡大

事業の紹介

【ブックスタート】
  対象者

４カ月乳児

  内　容
　図書ボランティアに

よる読み聞かせと、絵本のプレゼント

【フォローアップ ブックスタート】
  対象者　７カ月乳児、12 カ月幼児

  内　容　読み聞かせと、絵本のプレゼント

▲
▲

▲
▲
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お問い合せは

☎６５ー４９４６
よ く よ む 図書館だより　 April

4月号
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【開館時間】火曜日～土曜日：９時 30 分 ～ 18 時 30 分
　　　　　 日曜日：９時 30 分 ～ 17 時

〈図書館カレンダー〉 ■は休館日です。
○は、ミニミニおはなし会開催日（14 時～ 14 時 30 分）

 桂川町立図書館おススメ

時代小説コーナー紹介！
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指導者　緒方 園美

代表者　松尾 和子（☎ 65・2196）

活動日　毎週木曜日 /19 時 30 分～ 21 時
会費等　月額 2,000 円
その他　男性も大歓迎

11  ひまわり（コーラス）

代表者　安永 徹（☎ 65・4718）

活動日　毎週火・土曜日
会費等　月額 大人 1,000 円

中学生以下 500 円

07  王塚太鼓

23平成　　　　　 年度

サークル・教室・講座 会員募集 各施設で行われているサークルなどを紹介します。
申し込みは各代表者にお電話か直接会場へどうぞ。 スポーツ

S ports

サークル紹介（住民センター　☎ 65・2007）1

指導者　楠見 福太郎

代表者　片岡 セイ子（☎ 65・4109）

活動日　第 2・4 火曜日 /13 時～ 15 時
会費等　月額 4,000 円

01  筑豊会（民謡）

指導者　下川 安美

代表者　中野 吉和（☎ 65・0346）

活動日　毎週土曜日 /13 時～ 17 時
　　　　囲碁大会（毎月第 4 日曜日）
会費等　入会金 1,000 円

17  囲碁クラブ

指導・代表　田中 壽子（☎ 65・0083）

活動日　第 1・2・3 火曜日
　　　　17 時～ 19 時
会費等　月額 3,000 円

06  茶道（表千家）

指導者　矢野 京子

代表者　神﨑 鈴子（☎ 65・0511）

活動日　第 1 日曜日・第 3 水曜日
　　　13 時～ 16 時
会費等　月額 1,500 円

04  短歌会

指導者　小島 典夫

代表者　林田 勇（☎ 65・0040）

活動日　毎週水曜日 /19 時～ 21 時
会費等　月額 2,000 円

03  桂謡会（謡曲）
指導・代表　吉住 和代（☎ 65・2796）

活動日　金曜日（月 2 回）
　　　　10 時 30 分～ 12 時 30 分
会費等　入会金 2,000 円 / 月額 3,000 円
その他　夜間も検討中。お問い合せください。

09  大正琴 琴線会

指導・代表　金 美英

　　　　（☎ 090・3798・0887）

活動日　毎週水曜日・金曜日
　　　　水曜日 13 時 30 分～ 14 時 30 分
　　　　金曜日 18 時 30 分～ 19 時 30 分
会費等　会費 3,000 円

15  韓国語サークル

指導者　大庭 土筆

代表者　藤田 光久（☎ 65・1753）

　　　　花田 ムツ子（☎ 65・0431）
活動日　第 3 木曜日 /12 時～ 16 時
会費等　1 回 1,000 円

05  俳句会

指導者　有吉 嶺嵐（師範）

代表者　橋本 ハル子（☎ 62・4745）

活動日　毎週木曜日 /14 時～ 16 時
　　　　（曜日・時間等はご相談ください。）
会費等　月額 3,000 円

02  青山会（詩吟）

指導・代表　都築 健二（☎ 65・5134）

活動日　毎週土曜日
　　　10 時～ 13 時
会費等　月額 1,000 円

10  クラシックギターサークル「楽」

指導・代表　田牧 壮平（☎ 65・5491）

活動日　第 2・4 土曜日 /13 時～ 16 時
会費等　月額 2,000 円

13  油絵・水彩画教室

講座紹介（住民センター　☎ 65・2007）2

開 催 日　5 月～ 2 月の第 3 火曜日（月 1 回）

内 容　教養コース・専門コース（園芸・習字・民謡・陶芸）

対 象 者　町内居住者で 4 月 1 日現在 60 歳以上の方
募集期間　4 月 15 日（金）まで

◇  ことぶき大学講座

指導・代表　佐々木 香華（家元）

　　　　（☎ 092・681・0270）

活動日　第 1・3 水曜日
　　　13 時 30 分～ 15 時 30 分
会費等　月額 3,000 円

08  香弦流 真珠の会

指導者　深谷 喜代美

代表者　河原 好子（☎ 65・1751）

活動日　毎週木曜日（月 3 回）
　　　　19 時 45 分～ 21 時 45 分
会費等　月額 3,000 円 / 材料代は自費

14  籐手芸サークル

ミニバスケットボール教室
日　時　５月～６月の計５回
場　所　桂川小学校体育館
対　象　町内居住の小学１生～６年生
参加費　無料
その他　屋内用シューズ・タオル・水筒等を持参

ください。

ウォーキング教室
まずは、歩くことから始めてみませんか？健康に
関するためになる講話もあります。
日　時　４月 19 日～平成 24 年３月までの毎週火曜
　　　　（計 40 回）/9 時 50 分～ 11 時 20 分
場　所　桂川町総合体育館
対　象　町内居住者、定員 40 名
参加費　１回 100 円
その他　運動できる服装で、屋内用シューズ・

タオル・水筒等を持参ください。

【スポーツ】各教室の申込・問合先
各教室申込・詳細等は、下記にお問合せください。
日程は毎月発行の広報・行事カレンダーをご覧ください。

　社会教育課　社会体育係（桂川町総合体育館内）

　　　　　　　　　　　　　　　☎ 65・5145

教室・サークル紹介（健康福祉課　☎ 65・0001）3

指導者　井上 美奈子

代表者　八尋 佐喜夫

　　　　（　  0120・70・5020）

活動日　毎週随時募集中
　　　　（曜日・時間等はご相談ください。）
会費等　無料
ホームページ　http://www.kimono-soubi.com

16  着付け教室

健康体操教室
若い方からご年配の方まで、どなたでも手軽にで
きる健康体操教室です。
日　時　４月 15 日～平成 24 年３月までの毎週金曜
　　　　（計 40 回）/13 時 40 分～ 15 時 10 分
場　所　桂川町総合体育館
対　象　町内居住の女性、定員 40 名
参加費　１回 100 円
その他　運動できる服装で、屋内用シューズ・

タオル・水筒等を持参ください。

指導者　寺井 安江（キングレコード）

　　　　（☎ 62・3694）

活動日　第 2・4 木曜日 /12 時～ 14 時
会費等　月額 79 歳まで 1,000 円

80 歳以上無料
その他　本・テープ代 ２カ月で 1,200 円

12  カラオケサークル

～宇宙の気・自然の気を吸収して元気になりましょう！～

指導者　南場 佳仁

事務局　山口 節子（☎ 65・1578）、井上 喜代子（☎ 65・3410）

活動日　月２回・金曜日 /13 時 30 分～ 15 時 30 分
会費等　月額 2,000 円
その他　詳しい日程は、お問い合せください。

◇  いきいき気功教室

介護予防に太極拳を始めませんか！
－足腰の鍛錬と認知症の予防効果－

指導者　吉田 美智子

事務局　林 功（☎ 65・1772）

活動日　毎週月曜日 /13 時～ 15 時
会費等　月額 2,000 円

◇  太極拳サークル桂川教室

町内在住の方で、陶芸に興味のあるあなた！ 陶芸サークルに参加

しませんか？ 初心者の方も大歓迎です。

指導者　八児 紫石（土師焼窯元）

募集人員　10 人（定員になり次第締切）
受講料　月額 4,000 円
申込期限　５月 31 日（火）健康福祉課 高齢者・女性係まで 

◇  陶芸サークル ･････････････････ いきいきセンター「桂寿苑」にて開催

町内在住の 65 歳以上の方、カラオケサークルに参加しませんか？

指導者　吉川 和江

募集人員　30 人（定員になり次第締切）
受講料　月額 1,000 円
申込期限　５月 31 日（火）健康福祉課 高齢者・女性係まで

◇  カラオケサークル ･･････････ いきいきセンター「桂寿苑」にて開催
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「
３
年
間
の
結
び
の
卒
業
式
」

桂
川
中
学
校 

校
長　

安
永 

保
之

　
「
１
年
生
の
頃
は
、
挨
拶
も
ま
と
も
に
で
き
ず
、〝
小

学
７
年
生
〟
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
２
年
生
・

３
年
生
と
な
っ
て
、
僕
ら
は
変
わ
っ
て
き
た
。
授
業
に

も
ま
じ
め
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

人
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
好
き
に
な
っ
た
り
、
無
愛
想

な
性
格
か
ら
優
し
い
性
格
に
な
っ
た
り
と
、
皆
、
違
い

は
あ
る
け
れ
ど
良
い
方
向
に
変
わ
っ
た
。」
と
卒
業
生

代
表
は
答
辞
の
中
で
述
べ
ま
し
た
。

　

事
実
と
し
て
、「
道
」「
旅
立
ち
の
日
に
」
の
全
員
合

唱
で
は
、
整
然
と
し
た
立
ち
姿
で
歌
う
、
素
晴
ら
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
に
、
参
観
者
の
心
に
感
動
と
ひ
と
つ
の
伝

統
と
し
て
残
し
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ら
を
、「
三
つ
心
、六
つ
躾

し
つ
け

、九
つ
言
葉
、一
二
文
、

一
五
理

こ
と
わ
りで

末
決
ま
る
」
と
い
う
段
階
的
江
戸
養
育
法

（
※
）
に
当
て
は
め
る
と
、
ま
だ
道
半
ば
で
す
が
、
今

後
と
も
温
か
く
ご
支
援
く
だ
さ
い
。

※
【
段
階
的
江
戸
養
育
法
】

心
は
、
美
し
い
も
の
を
美
し
い
と
感
じ
る
感
性
。
躾
と
は
、
親

の
マ
ネ
を
さ
せ
る
。
言
葉
は
、
挨
拶
・
相
づ
ち
・
世
辞
が
言
え

る
。
文
は
、
主
の
代
書
。
理
は
、
森
羅
万
象
の
仕
組
み
や
意
味
、

も
の
の
道
理
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
ひ
と
り
立
ち
で
き
る
力
を
年

齢
に
応
じ
て
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　
「
子
ど
も
が
輝
く
た
め
に
」

桂
川
小
学
校 

校
長　

本
田 

義
隆

重
点
目
標
の
児
童
評
価
の
到
達
度
で
す
。

項　
　
　
　
　

目

％

き
ま
り
や
ル
ー
ル
を
ま
も
る
。

86

人
に
め
い
わ
く
を
か
け
な
い
。

85

は
げ
み
タ
イ
ム
に
取
り
組
む
。

94

自
分
の
考
え
を
ノ
ー
ト
に
書
く
。

87

自
分
の
考
え
を
発
表
す
る
。

67

友
だ
ち
の
顔
を
み
て
き
く
。

80

人
を
大
切
に
す
る
言
葉
を
つ
か
う
。

80

学
校
を
き
れ
い
に
す
る
。

82

黙
っ
て
時
間
い
っ
ぱ
い
掃
除
す
る
。

76

感
謝
さ
れ
る
こ
と
を
す
る
。

85

　

右
記
の
結
果
を
関
係
者
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
自
分
を
客
観
的
に
み
る
力
を
つ
け
て

い
く
こ
と
、
書
く
力
と
発
表
す
る
力
の
差
は
、
対
人
関

係
に
課
題
が
あ
る
等
の
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
分
を
み
つ
め
る
も
う
一
人
の
自
分
、
毅
然
と
論
を

述
べ
る
力
、
道
徳
の
時
間
、
教
科
等
学
習
の
課
題
で
す
。

平
成
23
年
度
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
朝
の
挨
拶
が
深
化
し
て
い
ま
す
」

桂
川
東
小
学
校 
校
長　

田
島 

久
美
子

　

桂
川
東
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
登
校
時
、
交
差

点
や
校
門
で
地
域
の
方
々
と
朝
の
挨
拶
を
交
わ
し
て
い

ま
す
。
こ
の
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
の
挨
拶
が
、

１
月
頃
か
ら
少
し
ず
つ
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

○
子
ど
も
た
ち
か
ら
先
に
挨
拶
を
す
る
。

○
子
ど
も
た
ち
の
顔
が
上
向
き
で
、
自
信
に
満
ち
た

　

明
る
い
表
情
に
な
っ
て
き
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
が
今
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た

ち
の
「
朝
の
挨
拶
ス
タ
イ
ル
」
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

校
門
を
く
ぐ
る
こ
と
が
嬉
し
い
と
い
っ
た
表
情
で
す
。

き
っ
と
、『
楽
し
い
充
実
し
た
学
校
生
活
が
校
門
の
先

に
待
っ
て
い
る
・
創
り
出
せ
る
』
自
信
と
確
信
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
。
毎
朝
、
校
門
を
く
ぐ
る
ま
で
に
、
保
護

者
・
地
域
の
方
々
か
ら
安
全
見
守
り
と
挨
拶
を
受
け
、

一
人
ひ
と
り
が
自
分
は
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
思

い
を
い
だ
い
て
校
門
を
く
ぐ
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え

ま
す
。
そ
し
て
、
学
校
に
入
っ
て
か
ら
は
、
子
ど
も
同

士
お
互
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
切
磋
琢
磨
し
て
学
び

合
い
成
長
し
て
い
る
「
東
っ
子
」
で
す
。

　

そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
「
東
っ
子
」
と
２
年
間
か
か
わ

る
貴
重
な
体
験
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
、
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

桂
川
東
小
学
校
万
歳
！　

桂
川
町
万
歳
！

　

本
誌
面
に
つ
い
て
、
ご
意
見
・
ご
感
想
は

左
記
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
〒
８
２
０
‐
０
６
０
６

　

嘉
穂
郡
桂
川
町
大
字
土
居
３
６
０
番
地  

桂
川
町
隣
保
館
内

　

隣
保
館
・
人
権
同
和
教
育
係
（
☎
６
５
・
１
１
８
７
）

桂
川
町
で
は
、
昨
年
度
よ
り
「
人
権
出

前
講
座
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

毎
年
７
月
の
第
一
日
曜
日
に
開
催
す
る

「
市
民
講
座
」
を
は
じ
め
、
10
月
に
開
催
す

る
「
人
権
・
同
和
問
題
地
域
懇
談
会
」
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
人
権
講
座
で
は
、
町
が
テ
ー

マ
や
講
師
を
は
じ
め
、
日
時
や
場
所
を
決

め
て
、
皆
さ
ま
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て

き
ま
し
た
。

　

人
権
講
座
に
参
加
さ
れ
た
方
々
に
は
、

い
つ
も
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
お
り
、
そ
の
中
で
、〝
若
い
人
を
中
心
に

参
加
者
を
も
っ
と
増
や
す
べ
き
で
は
〟
と

い
う
意
見
や
〝
人
権
・
同
和
問
題
は
自
分

に
は
関
係
な
い
〟
と
い
う
意
見
を
多
く
い

た
だ
き
ま
す
。

　

桂
川
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
い
た
だ
い

て
き
た
皆
さ
ま
か
ら
の
声
な
ど
を
、
先
月

号
で
ご
紹
介
し
た
「
人
権
教
育
啓
発
推
進

委
員
会
」
で
検
討
し
、
市
民
講
座
や
地
域

懇
談
会
以
外
に
、
皆
さ
ま
の
希
望
さ
れ
る

テ
ー
マ
や
日
時
に
沿
っ
た
講
座
を
こ
ち
ら

か
ら
お
届
け
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
昨
年
度
は
、
介
護
事
業
所
か
ら

職
員
の
人
権
研
修
会
を
し
た
い
と
い
う
ご

希
望
が
あ
り
、「
高
齢
者
の
尊
厳
を
守
る
た

め
に
」
と
い
う
講
座
を
開
催
し
、
ま
た
桂

川
手
話
の
会
定
例
会
で
は
「
わ
か
り
や
す

い
人
権
問
題
講
座
」
を
お
届
け
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
今
後
は
、
皆
さ
ま
そ
れ

ぞ
れ
の
ご
希
望
に
沿
っ
た
人
権
講
座
を
お

届
け
す
る
こ
と
で
、
多
様
化
す
る
人
権
課

題
に
対
し
、
よ
り
効
果
的
な
啓
発
が
出
来

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【王塚古墳】
王塚古墳は６世紀に造

られた前方後円墳で、

全国に多数ある装飾古

墳の中でも超一級の装

飾古墳です。1952 年、

国の特別史跡に指定さ

れました。

【公開日】　４月 16 日（土）・17 日（日）

【時　間】　９時 30 分～ 16 時（現地受付）

【その他】　「第５回コダイム春祭り」同時開催（雨天一部中止）

フリーマーケットや「夢・人・未来塾」による体験、
各種イベントなど様々なコーナーがあります。

　コダイム春祭りでは、東日本大震災支援の義援金
　募金箱を設置します。ご協力をお願いします。

来て見て体感！ 1500 年前にタイムスリップ！

王塚古墳「春の特別公開」

－ 春季コダイムミニ企画展 －

「鳥瞰図と写真で見る昭和の炭鉱都市」
王塚装飾古墳館 企画展示室

【期　間】　４月 12 日～５月 29 日
【時　間】　９時～ 16 時 30 分
【休館日】　毎週月曜日
【入場料】　入場無料（※ただし、常設展示は通常料金です。）

問合先　社会教育課 文化財振興係  ☎ 65-2900
　　　　　（王塚装飾古墳館内）

▲ ２月 17 日に開催した「わかりやすい人権問題講座」の様子

学校の“今”を発信！　　連載「教育情報　桂川っ子」
問合先　桂川町教育委員会（☎ 65・1149）

平 23. 広報けいせん 4 月　26 頁27 頁　 平 23. 広報けいせん 4 月
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さ
わ
や
か
な
五
月
の
風
と
若
草
の
香

り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
の
ん
び
り
と
し

た
一
日
を
長
谷
山
山
頂
で
過
ご
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日　

時　

５
月
５
日
㈭ 
12
時
～
14
時
頃

場　

所　

長
谷
山
山
頂「
と
き
め
き
広
場
」

内　

容　

山
菜
の
天
ぷ
ら
、
焼
き
そ
ば
、

竹
飯
な
ど
の
バ
ザ
ー
と
ゲ
ー
ム
を
予
定

参
加
費　

無
料
（
※
申
し
込
み
不
要
。

直
接
現
地
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

問
合
先　

長
谷
山
を
愛
す
る
会
事
務
局

　

☎
０
９
０
・
３
６
０
２
・
７
８
２
０

　

福
岡
県
で
は
、「
看
護
の
心
を
み
ん
な

の
心
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
看
護
の
心
、

ケ
ア
の
心
を
一
人
ひ
と
り
に
分
か
ち

合
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
21
世
紀
の

高
齢
社
会
を
担
う
若
い
世
代
に
も
そ
の

心
が
受
け
継
が
れ
る
よ
う
「
看
護
の
日

の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

５
月
14
日
㈯ 

12
時
～
16
時

場　

所　

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡

　
（
福
岡
市
東
区
馬
出
四
ー
一
〇
ー
一
）

日
の
社
会
へ
の
確
か
な
意
識
を
持
つ
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

期　

間　

５
月
～
平
成
24
年
３
月
（
毎

月
一
回
開
催
）　

場　

所　

福
岡
県
立
大
学
・
そ
の
他

対
象
者　

目
的
に
賛
同
し
、
自
己
責
任

で
積
極
的
に
学
習
に
参
加
さ
れ
る
方

受
講
料　

年
会
費
１
万
円
（
重
複
受
講

の
場
合
は
別
途
１
コ
ー
ス
２
千
円
必

要
）
※
学
生
は
年
会
費
２
千
円

開
講
式　

５
月
13
日
㈮

そ
の
他　

講
座
の
内
容
、
申
し
込
み
等

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

筑
豊
市
民
大
学
運
営
委
員
会

　

☎
０
８
０
・
５
２
１
０
・
０
２
４
５

応
募
資
格　

県
内
在
住
の
18
歳
以
上
の

人
（
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
）

※
た
だ
し
、
国
・
地
方
公
共
団
地
の
議

員
、
常
勤
の
公
務
員
、
平
成
21
・
22

年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
は
除
く

任　

期　

６
月
下
旬
（
予
定
）
～
平
成

24
年
３
月
31
日

募
集
期
間　

４
月
１
日
～
５
月
31
日

※
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

活
動
状
況
に
応
じ
て
図
書
カ
ー

ド
を
謝
礼
と
し
て
進
呈
。

申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
県
民
情
報
広
報

課
広
聴
係 

　

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
０
３

　

こ
の
度
、
福
岡
県
田
川
児
童
相
談
所

の
全
面
改
築
工
事
が
完
了
し
、
４
月
１

日
か
ら
新
庁
舎
に
て
業
務
を
開
始
し
ま

す
。
今
回
の
改
築
で
は
、
相
談
援
助
の

専
門
性
を
発
揮
で
き
る
よ
う
設
備
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
一
時
的
に
子
ど

も
を
預
か
る
保
護
施
設
も
併
設
し
ま
し

た
。
ソ
フ
ト
面
で
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

専
門
の
職
員
が
子
ど
も
に
関
す
る
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
福
岡
県
田
川
児
童
相
談
所
】

場　

所　

田
川
市
弓
削
田
１
８
８

　
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
田
川
隣
）

最
寄
り
の
交
通
機
関　

西
鉄
バ
ス
「
西

鉄
後
藤
寺
」
バ
ス
停
下
車

問
合
先

　

☎
０
９
４
７
・
４
２
・
０
４
９
９

　

☎
０
９
４
７
・
４
２
・
０
４
３
９

内　

容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
救
急
蘇
生
の
実

演
、
講
演
会
、
健
康
相
談
、
看
護
師

等
に
な
る
た
め
の
進
路
相
談
ほ
か

参
加
費　

無
料

問
合
先　

福
岡
県
保
健
医
療
介
護
部
医

療
指
導
課
看
護
指
導
係 

　

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
７
６

　

15
回
目
を
迎
え
る
飯
塚
病
院
ふ
れ
あ

い
市
民
講
座
。
今
回
は
、「
大
家
族
～

支
え
愛
、
見
守
り
愛
、
励
ま
し
愛
～
」

と
題
し
て
、
西
川
ヘ
レ
ン
さ
ん
に
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
す
。

日　

時　

５
月
21
日
㈯ 

13
時
～
15
時
50
分

場　

所　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン

（
中
ホ
ー
ル
）

対　

象　

ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。
参
加
費
も
無
料
で
す
。

問
合
先　

飯
塚
病
院
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

　

☎
２
９
・
８
８
９
２

　

筑
豊
市
民
大
学
は
、
参
加
者
自
ら
が

自
主
的
に
学
び
、
仲
間
と
共
に
学
習
の

場
を
つ
く
り
、
知
識
を
得
、
お
互
い
に

刺
激
し
合
う
こ
と
で
自
己
を
高
め
、
明

　

暴
力
団
等
に
よ
る
暴
力
被
害
者
の
早

期
救
済
を
目
的
に
、
警
察
、
弁
護
士
会
、

県
暴
追
セ
ン
タ
ー
及
び
各
地
区
の
暴
力

追
放
推
進
協
議
会
等
が
連
携
し
て
、
面

接
、
電
話
に
よ
る
集
中
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
ご
相
談
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　

時　

４
月
16
日
㈯ 

10
時
～
16
時

場　

所　

飯
塚
市
民
事
暴
力
相
談
セ
ン

タ
ー
（
飯
塚
市
役
所
２
階
）

　

☎
２
２
・
３
８
８
３

問
合
先　
（
公
財
）
福
岡
県
暴
力
追
放

運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２
・
６
５
１
・
８
９
３
８

　

福
岡
県
弁
護
士
会
で
は
、
今
年
も
５

月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
「
憲
法
週
間
」

を
記
念
し
、
県
内
各
地
域
で
無
料
法
律

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
飯
塚
部
会
】
※
電
話
予
約
制
・
定
員
12
名

日　

時　

５
月
９
日
㈪ 

13
時
～
16
時

場　

所　

飯
塚
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
飯
塚
市
新
立
岩
六
ー
一
六 

弁
護
士
ビ
ル
３
階
）

申
込
受
付　

４
月
25
日
㈪ 

９
時
～
受
付

　
（
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

市
町
村
で
ご
相
談
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
た
だ
し
日
曜
日
に
つ
い
て
は
、
会
場

の
都
合
に
よ
り
、
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ
内
で
の
相
談
と
な
り
ま
す
。

【
毎
週
日
曜
相
談
受
付
開
始
】　

　

４
月
よ
り
９
時
～
16
時
の
間
受
付

問
合
先　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
）

　

☎
２
１
・
０
３
９
０

　

平
成
21
年
３
月
以
降
の
既
卒
者
で
い

ま
だ
就
職
を
し
て
い
な
い
方
を
対
象

に
、
福
岡
県
で
は
２
カ
月
間
の
体
験
雇

用
を
実
施
し
、
体
験
先
企
業
や
同
種
企

業
へ
の
就
職
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
者　

平
成
21
年
３
月
以
降
に
大
学
、

高
校
等
を
卒
業
し
、
現
在
未
就
職
の
方

募
集
人
員　

１
０
０
０
人

給
与
等　

大
卒
等 

月
額
18
万
円
程
度
、

高
卒
等 

月
額
14
万
円
程
度

実
施
期
間　

４
月
か
ら
平
成
24
年
３
月

そ
の
他　

詳
し
く
は
、
福
岡
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

福
岡
県
福
祉
労
働
部
労
働
局 

労
働
政
策
課 

就
業
支
援
係

　

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
５
９
２

　

子
ど
も
に
関
す
る
様
々
な
相
談
を
受

け
る
家
庭
児
童
相
談
員
。
嘉
穂
・
鞍
手

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
の
家
庭
児
童
相

談
員
は
、
飯
塚
総
合
庁
舎
（
本
庁
舎
）

と
直
方
総
合
庁
舎
（
直
方
分
庁
舎
）
に

配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
１
日

直
方
総
合
庁
舎
の
家
庭
児
童
相
談
室
に

事
務
が
集
約
化
さ
れ
ま
す
。

【
家
庭
児
童
相
談
室
】

場　

所　

直
方
総
合
庁
舎 

３
階

　
（
直
方
市
日
吉
町
九
ー
一
〇
）

開
設
時
間　

月
曜
～
金
曜 

８
時
30
分
～

17
時
15
分
（
※
祝
日
を
除
く
）

問
合
先

　

☎
０
９
４
９
・
２
３
・
２
０
２
８

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
、
ま
た
は
か
つ

て
母
子
家
庭
だ
っ
た
母
を
対
象
に
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
就
労
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
４
月
か
ら
は
、
平
日
だ
け
で
な

く
、日
曜
日
も
就
労
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

支
援
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お

電
話
絡
く
だ
さ
い
。
平
日
は
お
住
ま
い
の

申
込
先　

飯
塚
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
８
・
７
５
５
５

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
ま
た
は
離
婚

協
議
中
の
方
を
対
象
に
養
育
費
の
電
話

無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　

平
日
の
９
時
～
16
時

問
合
先　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
）

　

☎
２
１
・
０
３
９
０

４月は未成年者飲酒防止
強調月間です

未成年者の飲酒は、からだや心の発達が
盛んな時期に悪影響を与えます。

福岡国税局・税務署

“お酒は二十歳になってから”

平 23. 広報けいせん 4 月　28 頁29 頁　 平 23. 広報けいせん 4 月

催
し
・
募
集

新
緑
祭
（
長
谷
山
を
愛
す
る
会
）

筑
豊
市
民
大
学 

受
講
生
募
集

飯
塚
病
院
ふ
れ
あ
い
市
民
講
座

暴
力
団
被
害
集
中
相
談

相
談
・
法
律

生
活
・
雇
用

家
庭
児
童
相
談
員
に
つ
い
て

看
護
の
日
の
つ
ど
い

平
成
23
年
度 

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

生
活
・
雇
用

田
川
児
童
相
談
所 

新
庁
舎
完
成

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の
就
労
支
援

新
卒
者
緊
急
就
職
応
援
事
業

養
育
費
の
電
話
無
料
相
談

「
憲
法
週
間
」
無
料
法
律
相
談
会
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労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
平
成
23

年
度
上
期
の
各
種
試
験
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
試
験
日
及
び
試
験
申
込
手
順
等
は
、

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

上
期
開
催
試
験
種
類

「
一
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
」「
二
級
ボ
イ

ラ
ー
技
士
」「
特
別
ボ
イ
ラ
ー
溶
接
士
」

「
普
通
ボ
イ
ラ
ー
溶
接
士
」「
ボ
イ
ラ
ー

整
備
士
」「
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運

転
士
」「
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
」「
ガ

ス
溶
接
作
業
主
任
者
」「
第
一
種
衛
生

管
理
者
」「
第
二
種
衛
生
管
理
者
」「
高

圧
室
内
作
業
主
任
者
」「
エ
ッ
ク
ス
線

作
業
主
任
者
」「
ガ
ン
マ
線
透
過
写
真

撮
影
作
業
主
任
者
」「
潜
水
士
」

※
４
月
１
日
時
点
で
申
込
可
能
な
試
験

　

種
類
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

試
験
会
場　

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

試
験
手
数
料　

各
免
許
試
験 

７
０
０
０
円

問
合
先　

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
４
２
・
４
３
・
３
３
８
１

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

　

http://w
w

w
.kyushu.exam

.or.jp/

試
験
日　

６
月
19
日
㈰

試
験
会
場　

近
畿
大
学
産
業
理
工
学
部

（
飯
塚
市
柏
の
森
一
一
ー
六
）

試
験
種
類　

全
種
類

受
験
申
込
方
法　

郵
送
、
電
子
申
請
又

は
消
防
試
験
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
で
持
参

申
込
受
付
期
間　

４
月
18
日
～
５
月
２

日
の
消
印
ま
で

願
書
送
付
先　

〒
８
１
２
・
０
０
３
４

　

福
岡
市
博
多
区
下
呉
服
町
一
ー
一
五

ふ
く
お
か
石
油
会
館
３
階

　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
福
岡
県
支
部

（
☎
０
９
２
・
２
８
２
・
２
４
２
１
）

【
受
験
準
備
講
習
会（
乙
種 

第
４
類
）】

日　

時　

５
月
15
日
㈰

場　

所　

飯
塚
地
区
消
防
本
部

　
（
飯
塚
市
片
島
三
ー
一
六
ー
八
）

申
込
受
付
期
間　

４
月
18
日
～
５
月
13

日
ま
で
（
※
平
日
12
時
15
分
～
13
時

を
除
く
、
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
（
嘉
飯
地
区
危
険
物
安
全
協
会
ま
で
）

※
受
験
願
書
、
試
験
準
備
講
習
会
申
込

書
は
、
４
月
18
日
頃
よ
り
飯
塚
地
区

消
防
本
部
予
防
課
及
び
最
寄
り
の
消

防
署
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　

飯
塚
地
区
消
防
本
部 

予
防
課

　

☎
２
２
・
７
６
０
７
（
担
当
・
中
西
）

厚生労働省主管

平成 23 年度戦没者慰霊巡拝
　

先
の
大
戦
に
お
け
る
遠
方
の
地
に
お
い
て
戦
没
さ
れ
た
方
々
を
追
悼

し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
慰
霊
巡
拝
団
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

【
予
定
実
施
地
域
・
予
定
時
期
】　

※
（  

）
内
は
予
定
人
員

旧
ソ
連

グ
ル
ジ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

８
月
29
日
～
９
月
７
日

（
15
名
）

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方

９
月
９
日
～
９
月
16
日

（
15
名
）

ア
ム
ー
ル
州

９
月
９
日
～
９
月
16
日

（
15
名
）

沿
海
地
方

10
月
６
日
～
10
月
13
日

（
15
名
）

モ
ン
ゴ
ル

モ
ン
ゴ
ル

８
月
31
日
～
９
月
７
日

（
15
名
）

中　

国

中
国
東
北
地
区

９
月
５
日
～
９
月
15
日

（
10
名
）

南　

方

パ
ラ
オ

９
月
26
日
～
10
月
１
日

（
15
名
）

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

10
月
11
日
～
10
月
19
日

（
15
名
）

ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

10
月
26
日
～
11
月
２
日

（
20
名
）

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

11
月
９
日
～
11
月
16
日

（
30
名
）

フ
ィ
リ
ピ
ン

２
月
15
日
～
２
月
24
日

（
60
名
）

硫
黄
島
（
第
１
次
）

調
整
中

（
１
０
０
名
）

硫
黄
島
（
第
２
次
）

（
１
０
０
名
）

硫
黄
島
（
第
３
次
）

（
１
０
０
名
）

※
予
定
時
期
、
予
定
人
員
に
つ
い
て
は
今
後
変
更
が
あ
り
得
ま
す
。

【
参
加
資
格
】
戦
跡
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺

族
〔
配
偶
者
（
再
婚
し
た
方
を
除
く
）、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、

戦
没
者
の
孫
、
参
加
す
る
遺
族
の
配
偶
者
〕
で
実
施
時
期
に
お
い
て

原
則
80
歳
以
下
の
方

【
そ
の
他
】
申
込
期
間
（
予
定
時
期
の
約
３
～
４
カ
月
前
）、
費
用
等

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

☎
６
５
・
０
０
０
１

福
岡
県
福
祉
労
働
部
保
護
・
援
護
課

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
０
１

青色防犯

 パトロール

◎防犯・交通に関する問合せは
飯塚警察署
　　☎ 21・0110

桂 川 交 番
　　☎ 65・0110

◎防災・消防に関する問合せは
桂川消防署
　　☎ 65・0321

桂川町役場　総務課
　　☎ 65・1100

（2 月中）
  飯塚署管内【飯塚市・桂川町】
   発生件数　　 92 件（226）

   負傷者数　　177 人（314）

   死亡者数　　 0 人（0）

  桂川町内で発生した交通事故
   発生件数　　  4 件（11）

   負傷者数　　  5 人（14）

   死亡者数　　　 0 人（0）    

      ※（  ）内は、平成 23 年 1 月～ 2 月累計

交通
交通事故発生状況

防犯

平成 23 年１月～ 2 月 街頭犯罪件数累計：11 件

青色防犯

 パトロール

桂川町内で発生した街頭犯罪件数（2 月中）

◆バッグ・貴重品等、車内に置きっぱなしはダメ！

車
上
ね
ら
い

自
転
車
盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

自
販
機
ね
ら
い

部
品
ね
ら
い

（
カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
等
）

強
　

盗

侵

入

盗

（
空
き
巣
等
）

自
動
車
盗

ひ
っ
た
く
り

6
5
4
3

2
1
0

0
2

1 0

（件）

01 101

防犯・防災情報ページ

「飲んだら乗るな！乗るなら飲むな！」
  ◆ 毎月 25 日は“飲酒運転撲滅の日”◆

安全を見守る
平成 23 年度

桂川町の消防表彰者消防団
　地域で消防・防災活動に尽力
されている消防団・消防団員に
敬意を表して、平成 23 年飯塚市・
嘉麻市・桂川町消防連合出初式
にて以下の方々に表彰状が贈ら
れました。
　今後も、住民の生命と財産を
守る消防団活動をよろしくお願
いします。

桂川町消防団 団長表彰
本　　部 副 主 任 永松俊英 第一分団 団 員 堤田英幸

第一分団 団 員 穴見智行 第二分団 班 長 樋口勝由

第二分団 団 員 井手健一 第二分団 団 員 井上泰二

第二分団 団 員 松尾亮一 第三分団 団 員 野村俊朗

第三分団 団 員 藤川富士夫

福岡県消防協会 会長表彰（永年勤続消防団員）
第二分団 部 長 三宅利夫（25） 第三分団 副分団長 原中直人（25）

第三分団 部 長 藤川俊一（25） 第一分団 副分団長 吉田健一（21）

第一分団 部 長 林田哲弘（21） 第二分団 部 長 山邉久長（21）

第二分団 部 長 高嶋征敏（21） 第二分団 部 長 谷口秀司（21）

第二分団 班 長 西郷　豊（21） 本　　部 消防主任 江藤栄次（15）

第一分団 団 員 原田紀昭（15） 第一分団 部 長 瀬戸秀一（15）

第一分団 部 長 松延栄治（15） 第二分団 団 員 藤木秀臣（15）

第二分団 部 長 濱野信二（15） 第二分団 部 長 松村正治（15）

第二分団 班 長 福嶋浩一（15） 第三分団 班 長 藤川達也（15）

第三分団 団 員 摩治真介（15） 本部分団 部 長 松隈康徳（10）

第一分団 団 員 中嶋啓一郎（10） 第一分団 班 長 神﨑徳昭（10）

第一分団 団 員 青柳圭介（10） 第一分団 班 長 田口博行（10）

第二分団 団 員 岩見右文（10） 第二分団 班 長 山城繁樹（10）

第三分団 団 員 丸山健一（10） 第三分団 団 員 緒方雄一郎（10）

第三分団 団 員 金田裕介（10） ※（ ）は勤続年数

福岡県消防協会 会長表彰（優良消防団員）
第一分団 団 員 中嶋太郎 第一分団 団 員 岡松貴弘 第一分団 団 員 佐藤　豊

第一分団 団 員 末吉正広 第一分団 団 員 原中英雄 第一分団 団 員 大塚正史

第二分団 団 員 山下和郎 第二分団 部 長 樋口君則 第二分団 団 員 藤田　洋

第三分団 団 員 川上淳司 第三分団 団 員 藤川良弘

福岡県知事表彰（優良消防団員）
第二分団 部 長 大塚信幸 第二分団 部 長 澤田大介 第三分団 班 長 原中誠一

福岡県消防協会 会長表彰
（親子・兄弟優良消防団員）

第一分団 部 長 中嶋智幸

第二分団 団 員 中嶋浩仁

第一分団 班 長 井上克彦

第一分団 団 員 池部俊之

第二分団 団 員 八児　亘

第二分団 団 員 八児　卓
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扱
者
試
験



カメルーンで教師として国際ボランティア活動を行っていた稲岡麻美さんが帰国し、１月 24

日に帰国報告に井上町長を訪問しました。カメルーンでは、現地の教師と一緒に子どもたちに

音楽や体育、図工などを指導した稲岡さん。今回の活動の感想を尋ねると、「子どもたちの笑顔

や元気の良さは日本もカメルーンも同じ。ただ、同じような義務教育制度をとっていても、日

本での不登校とカメルーンでの不登校は全く内容が違う。カメルーンでは、家の手伝いや兄弟

の子守などで学校に行きたくてもいけない子がたくさんいる。しかし、その反面、家族や民族

の絆がとても強く、子どもを放置して死なせるなどはあり得ない。発展して裕福になるのが幸

せなのか、今のままが幸せなのか考えさせられました。」と話されていました。今後の事を尋

ねると、この経験や体験を活かして再度日本の教育現場で教壇に立ち、子どもたちを導いてい

きたいと新たな目標を優しい笑顔で述べられていました。２年間、お疲れさまでした。

２月 23 日、キャリア教育の一環として桂川中学校出身で現役

の高校生たちが学び舎を訪れ、授業を行いました。「高校の楽

しさや中学校との違い、高校入試に向けてや中学校のうちに

しておいた方が良いこと」といった先輩たちの生の声に真剣

に聞き入り、メモを取る１年生も。また、１年生から「高校

に合格するためにどのくらい勉強しましたか？」といった質

問がでると、高校生たちは自分の体験談や勉強方法などを丁

寧に説明し、「早めに進路や目標を決め、それに向ってできる

ことを頑張ってください！」とエールを送りました。

▲「後輩のために」とパネリストとして
　参加してくれた桂川中学校出身の高校
　生たち（上写真）と先輩たちが語る「高
　校入試に向けて」といった話を真剣に
　聞く１年生（左写真）

今 できることをしっかり頑張ること！
桂川中学校１年生

小学校では、昨年度から全学年、全クラスで取り組み、子ど

もたちは上位進出を目指して昼休みに全員で集まり挑戦する

クラスも。そして、福岡県内８地区で上位の学級に県大会へ

の招待状が届き、桂川小学校４年２組が嘉飯地区の代表とし

て出場。県大会本番でも、日頃の練習で培ったチームワーク

を発揮し、見事３位に入賞しました。入賞もさることながら、

子どもたちの逞しい姿に、保護者からも惜しみない拍手と声

援が送られました。

心身ともに健全な児童の育成に資するために、福岡県がホー

ムページ上に開設している「スポコン広場」。ここでは、１

つのグループが２つのチームに分かれ向かい合って並び、

ドッヂボールを３分間投げ合う“みんなでドッヂボールラ

リー”や３分間で学級全員で何回縄跳びを飛べるかを競う“み

んなでなわとび”、そのほかに“みんなで馬とび”“みんなで

手くぐり”の４種目があり、インターネットを使って県内の

小学生がクラス単位で記録を登録することができます。桂川

ス ポコン広場「福岡県大会」で３位入賞の快挙
桂川小学校 ４年２組

南半球の太平洋上に位置し、観光地としても有名なフィジー

諸島共和国に JICA 国際ボランティアスタッフとして３月

22 日から２年間向かう小畠輝薫さん（土師三）が、その出

発報告に井上町長を訪問しました。小畠さんは、今まで９年

間、自動車整備士として技術を磨き、経験と知識を蓄えてき

ました。日本車は、その技術の良さから世界各国でもてはや

されている一方、発展途上国などでは壊れた時に修理する技

術を持つ人がいないため、不法投棄や放置されることがある

とのこと。小畠さんは、それを知って「自分にできることが

あるのではないか？」と思い、JICA に応募。そして、今回、

フィジーで現地の自動車整備の職業訓練所で技術指導のボラ

ンティアを行うことになりました。しかし、英語が苦手なた

め、不安も少しはあるとのこと。それでも、「“人の役に立ち

たい！”という強い信念があるので、頑張れます！」と力強

く今回の派遣への抱負を述べられていました。訪問を受けた

井上町長は「身体に気をつけ、日本の PR と親善の懸け橋を

築いて来てください。頑張ってください。」とエールを送り

ました。それに対し、小畠さんは「また２年後、元気に帰国

の報告に伺います。」と素敵な笑顔で応えていました。

▼ 握手をする井上町長（写真左）と「頑張ってきます！」と力強
　く決意を述べる小畠さん（写真右）

自 分の持つ技術、経験、知識を役立てたい！
JICA 国際ボランティア出発報告（小畠輝薫さん）

私 の人生にとって良い経験になりました
JICA 国際ボランティア帰国報告（稲岡麻美さん）

目標を持って
　　頑張れ後輩！

▲ 近所の子どもたちと一緒に　　　　　　　　　▲ 水汲みの手伝いをする兄弟　 ▲ 元気一杯なカメルーンの子どもたち
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4月生まれ

Happy
Birthday

笑顔の写真募集中！
誕生日の記念に、お子さんのステキな笑顔を掲載しませんか。

◉ 対象：町内居住の満１歳から３歳まで　◉ 締切：誕生月の前月 10 日

◉ お子さんの名前（ふりがな）、性別、生年月日、年齢、お子さんへの

コメント（40 字以内）、連絡先を記入したメモを添付ください。

◉ 申込：持参またはメール【 kohodensan@town.keisen.lg.jp 】で

【問合先】総務課 広報電算係　☎ 65・1082

　３月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震とそれにより発生した

津波の被害を伝えるテレビ報道は、本当にショッキングでした。そし

て、福島第一原子力発電所の事故も含め、東日本大震災は、自然災害

の恐ろしさを私たちの脳裏に焼き付けたことだと思います。

　被災地の一日も早い復興を願うとともに、今できることをしっかり

やることが、私たちの使命だと思います。テレビ CM でもやっていま

すが、必要以上に物を買いだめしたりせず、普段どおりの生活をし、

しっかり働き、しっかり学び、被災地以外の地域が日本社会をそして

経済をしっかりと支え成長させていくことが、ひいては被災地の復興

にもつながっていくのだと思います。

　さて、今回、４月１日付の異動により、広報担当を変わることにな

りました。広報けいせんの担当になって３年間。広報を通じて、たい

へん多くの方々と出会うことができ、また、多くの方々のご協力・ご

尽力をいただき、本当にありがとうございました。

　あっという間の３年間でしたが、この間たくさんの応援や励ましも

あり、何とかやってこれました。新しい広報担当にも、皆さまの変わ

らぬご支援をどうかよろしくお願いします。

　４月からは人事交流により、県の方でもっと広い視野・視点で地方

自治を勉強してきます。そこで学んだことを、桂川の住みよいまちづ

くりに役立てることができるよう頑張ってきます。

　３年間、ありがとうございました。（斉藤）

３月 11 日、第 64 回 桂川中学校卒業式が開催され、95 名

の卒業生がこの日、学び舎をあとにしました。シンと静ま

りかえった会場内で名前を呼ばれるたびに、しっかりと力強

い返事が響きわたった卒業証書授与。卒業証書を手渡す際

に、一人ひとりに贈られる安永校長からのはなむけの言葉に、

ニッコリほほ笑む生徒や、中には涙ぐむ生徒も…。最後の卒

業生による合唱には、整然とした姿やその歌声の素晴らしさ

に、会場にいた誰もが大きな拍手を送りました。

２月 17 日、桂川町住民センターにて「世界を知ろう！」と

題してペルーとスペイン出身の先生お二人をお招きし、国際

交流が行われました。風土や食文化の違い等を日本語で分か

りやすく教えてもらったり、スペインのジャンケン（ロスチ

ノス）で遊んだりしました。また、ペルーの民族衣装（ポン

チョ）を実際に着用したり、ケーナやサンポーニャといった

楽器を演奏してもらう等、いろんな体験をすることができま

した。子どもたちは、普段では聞けない海外の話に興味津々。

「へぇ～、そうなんだ。」と感じた声もあがり、一段と視野が

広がった楽しい時間を過ごしました。

２月 11 日に桂川町総合体育館で第１回桂川町長杯ミニバス

ケットボール大会が開催され、男子５チーム、女子６チーム

が参加して初代チャンピオンの座を争いました。どの試合も、

白熱したゲーム展開に応援席でも熱い応援が繰り広げられま

した。そんな中、桂川ミニバスケットボールクラブ（＝桂川

ＭＢＣ）が男女ともに優勝を果たし、記念すべき初代チャン

ピオンの栄冠に選手一同大喜びでした。
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▼ 優勝を果たした桂川 MBC 男子チーム（左下写真）と
桂川 MBC 女子チーム（下写真）
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広報紙に関するお問合せは、☎ 65・1082 まで
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初 代チャンピオンに桂川ＭＢＣ
桂川ミニバスケットボールクラブ

世 界を知ろう！と題して国際交流
けいせん「夢・人・未来塾」アンビシャス広場

学 び舎に別れを告げ 95 名が巣出つ
第 64 回 桂川中学校卒業式
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【総合体育館開催】★ウォーキング教室（開催時間 9:50 ～ 11:20）　 ★健康体操教室（開催時間 13：40 ～ 15：10）

26
㈫

乳児健診
　（受付は対象月齢によって異なります）
　総合福祉センター
ブックスタート（町立図書館主管事業）
　上記乳児健診時に対象者に絵本を配布
★ウォーキング教室

29
㈮

【当番医】三宅脳神経外科病院
　☎ 25・5050（飯塚市楽市）

  農産物直売所「けいせん とれたて村」
お弁当・惣菜 販売中！

【と　き】 毎週日曜日 ９時～ 12 時まで

【ところ】 けいせん とれたて村販売所
【問合先】　 桂川町役場 産業振興課 ☎ 65・1106

（農産物出荷者 随時募集中 !!）

≫

5 月
1
㈰

【当番医】西園内科クリニック
　☎ 24・9308（飯塚市小正）

28
㈭

心配ごと相談
 13:00 ～ 16:00  総合福祉センター

13
㈬

３歳児健診
 13:15 ～ 14:00（受付）  総合福祉センター
補聴器定期相談
 13:00 ～ 14:00  総合福祉センター

≫

4 月
3
㈰

【当番医】宮嶋外科内科医院
　☎ 22・1477（飯塚市忠隈）

4
㈪

母子健康手帳発行とお話
 10:30 ～ 11:30  総合福祉センター

6
㈬

わんぱく教室（遊び）
 10:30 ～ 11:30  総合福祉センター

7
㈭

ポリオ生ワクチン投与
 13:00 ～ 14:00（受付）  総合福祉センター

12
㈫

健康相談
 13:30 ～ 14:30  総合福祉センター

14
㈭

心配ごと相談
 13:00 ～ 16:00  総合福祉センター

10
㈰

【当番医】永芳医院
　☎ 72・0294（飯塚市阿恵）
福岡県知事・県議会議員一般選挙 投票日
 7:00 ～ 20:00  入場券指定の投票所

15
㈮★健康体操教室

19
㈫★ウォーキング教室

17
㈰

【当番医】宮嶋耳鼻咽喉科
　☎ 28・3347（飯塚市南尾）
王塚古墳「春の特別公開」

9:30 ～ 16:00  コダイム王塚

16
㈯

王塚古墳「春の特別公開」
9:30 ～ 16:00  コダイム王塚

27
㈬

ポリオ生ワクチン投与
 13:00 ～ 14:00（受付）  総合福祉センター

3
㈫

【当番医】塚本クリニック
　☎ 72・4388（飯塚市平塚）
歯科当番医（9:00～13:00）
　タカノ歯科医院
　☎ 21・1030（飯塚市枝国）

4
㈬

【当番医】徳永眼科医院
　☎ 25・0011（飯塚市楽市）
歯科当番医（9:00～13:00）
　西川歯科医院
　☎ 42・5955（嘉麻市鴨生）

5
㈭

【当番医】諫山医院
　☎ 65・0039（桂川町豆田）
歯科当番医（9:00～13:00）
　たなか歯科医院
　☎ 26・5111（飯塚市西町）

6
㈮★健康体操教室

8
㈰

【当番医】きはら内科消化器科
　☎ 20・9015（桂川町土師）
ペタンクを楽しもう !!

9:00 ～（受付） 全天候型ゲートボール場

24
㈰

【当番医】清永整形外科医院
　☎ 22・3440（飯塚市堀池）

22
㈮★健康体操教室

25
㈪

ピヨピヨ教室
 10:30 ～ 11:30  総合福祉センター

※ 在宅当番医は変更が多々ありますので、当日の新聞（筑豊版）でご確認ください。
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